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市
長
施
政
方
針

２
月
25
日
に
開
会
し
た
赤
磐
市
議
会
定
例
会
で
、平
成
28
年
度
の
施
政

方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。予
算
編
成
に
お
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

や
、今
後
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
施
策
に
つ
い
て
、主
な
内
容
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て

か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
私
は
、
赤

磐
市
を
、「
暮
ら
し
の
場
」
と
し
て
、「
働

く
場
」
と
し
て
、「
生
活
を
楽
し
む
場
」
と

し
て
、「
子
育
て
を
す
る
場
」
と
し
て
、
今

以
上
に
魅
力
的
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
赤
磐

市
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
に
と
っ
て
は
「
ふ

る
さ
と
赤
磐
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な

り
、
赤
磐
市
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て

は
「
赤
磐
市
が
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
ま

ち
」
と
な
り
、
赤
磐
市
に
住
ん
で
い
な
い

人
に
と
っ
て
は
「
赤
磐
市
が
魅
力
的
な
ま

ち
」
に
感
じ
ら
れ
る
、『
住
み
続
け
た
い
、

住
ん
で
み
た
い
、
訪
れ
て
み
た
い
と
思
わ

れ
選
ば
れ
る
ま
ち
・
赤
磐
市
』
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
「
第
２
次
赤
磐

市
総
合
計
画
」
を
指
針
と
し
て
、
す
べ
て

の
赤
磐
市
民
が
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、〝
ひ

と
〟
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
力
を

注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
策
定
し
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
実
行

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

①
「
安
心
し
て
家
庭
を
築
け
る
環
境
創
出

プ
ロ
グ
ラ
ム
」

・
若
者
の
経
済
的
安
定
の
た
め
、
新
た
な

企
業
立
地
に
よ
り
地
域
に
安
定
的
で
良

質
な
雇
用
を
確
保
し
、
若
者
が
地
域
に

お
い
て
産
業
・
社
会
の
担
い
手
と
し
て

能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
よ
り
、
若
者
世
代
の
転
出
を
食
い

止
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
転
入
を
図

り
、
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

②
「
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

環
境
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

・
「
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
」
は
、
子

育
て
に
対
す
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担

軽
減
と
子
ど
も
の
健
康
維
持
を
目
的
と

し
て
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
「
乳
幼
児

医
療
無
料
化
」
を
継
続
し
た
う
え
で
、

新
た
に
高
校
生
ま
で
拡
大
し
、
高
校
生

の
自
己
負
担
額
を
３
割
か
ら
１
割
に
引

き
下
げ
ま
す
。

・
「
あ
か
い
わ
健
康
・
急
病
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
継
続
し
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
市
民
の
安
全
・
安
心
を
見
守
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

・
赤
坂
地
域
の
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

３
つ
の
保
育
園
を
統
合
し
、
保
育
園
と

幼
稚
園
の
機
能
を
有
し
た
「
保
育
所
型

認
定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
開
設
す
る
た

め
、
園
舎
建
築
工
事
等
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

③
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
教
育
環
境

創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

・
「
産
官
学
連
携
協
力
事
業
」
に
よ
り
、

大
学
や
企
業
と
連
携
し
て
、
学
習
ド
リ

ル
や
学
習
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
希
望
す
る
小

学
校
に
導
入
し
、
児
童
の
学
習
意
欲
の

向
上
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

・
児
童
生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学
習
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
非
構
造
部

材
耐
震
補
強
事
業
、
特
別
支
援
学
級
エ

ア
コ
ン
整
備
事
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備

事
業
、
通
学
路
等
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事

業
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、次
代
を

担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
を
創
る

重
点
戦
略

Ⅰ

平
成
28
年
度
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平成28年度 市長施政方針

①
「
企
業
誘
致
に
よ
る
安
定
的
で
良
質
な

雇
用
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

・
市
内
に
あ
る
工
業
団
地
等
の
利
用
率
が

９
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
企
業
用
地
を
県
営
熊
山
工
業
団

地
の
隣
接
地
に
造
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
産
業
を
総
合
的
に
支
援
し
、
振
興
を
図

る
た
め
「
赤
磐
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
設
立
準
備
を
行
い
ま
す
。

・
「
企
業
立
地
支
援
事
業
」
を
拡
大
し
、

市
内
の
土
地
や
公
的
団
地
を
取
得
・
賃

貸
し
て
製
造
工
場
や
物
流
施
設
を
建
設

な
ど
し
た
企
業
に
対
し
、
企
業
誘
致
奨

励
金
や
物
流
施
設
誘
致
促
進
奨
励
金
を

交
付
す
る
と
と
も
に
、
新
設
、
ま
た
は

増
設
し
た
企
業
が
市
内
在
住
者
を
新
規

に
雇
用
し
た
場
合
に
、
雇
用
促
進
奨
励

金
を
交
付
す
る
制
度
も
新
設
い
た
し
ま

す
。

②
「
商
工
業
・
観
光
振
興
に
よ
る
賑
わ
い

と
活
力
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

・
企
業
、
金
融
機
関
、
商
工
会
、
大
学
、

研
究
機
関
等
の
関
係
機
関
と
交
流
・
連

携
し
て
、「
あ
か
い
わ
創
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
体
制
の
充
実
・
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
創
業
の
各
段
階
の
課
題
に

応
じ
た
適
切
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
促

す「
あ
か
い
わ
創
業
塾
」を
開
催
し
ま
す
。

・
「
観
光
情
報
発
信
事
業
」
に
お
い
て
は
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
を
図
る

た
め
に
、
関
係
団
体
や
事
業
者
な
ど
と

の
連
携
に
よ
り
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、「
オ
ー
ル
あ
か
い
わ

宣
伝
隊
」
活
動
を
支
援
し
、
赤
磐
市
の

特
産
品
や
観
光
情
報
、
移
住
定
住
情
報

な
ど
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
「
強
い
農
業
の
確
立
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

・
農
業
の
担
い
手
支
援
・
育
成
等
を
目
指

し
た
就
農
支
援
、
農
産
物
の
販
路
拡
大

支
援
、
農
地
と
農
村
環
境
保
全
等
を
目

的
と
し
た
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

・
「
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
保
全
事

業
」
に
よ
り
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の

維
持
管
理
等
を
行
う
地
域
の
共
同
活
動

に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
し
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
や
集
落
機
能
の
維
持

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

と
し
て
、
防
護
柵
や
鳥
獣
の
捕
獲
に
よ

る
個
体
数
調
整
、
鳥
獣
被
害
を
受
け
に

く
い
地
域
づ
く
り
な
ど
の
対
策
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

・
農
産
物
の
販
路
拡
大
の
た
め
、
加
工
品

の
開
発
、
学
校
給
食
へ
の
地
場
食
材
の

利
用
拡
大
、
農
産
物
の
６
次
産
業
化
に

よ
り
販
売
方
法
の
多
様
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

①
「
移
住
・
定
住
が
進
む
ま
ち
創
出
プ
ロ

グ
ラ
ム
」

・
赤
磐
市
の
魅
力
の
発
掘
、
赤
磐
市
広
報

大
使
の
創
設
、
映
画
「
種
ま
く
旅
人
～

夢
の
つ
ぎ
木
～
」
や
あ
か
い
わ
モ
モ
ち
ゃ

ん
の
活
用
に
よ
る
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」、「
オ
ー
ル
あ
か
い
わ
宣

伝
隊
事
業
」
に
よ
り
、
特
産
品
や
観
光

情
報
な
ど
赤
磐
市
の
魅
力
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

・
「
あ
か
い
わ
に
戻
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
で
は
、
進
学
な
ど
で
都
市
圏
に

住
ん
で
い
る
赤
磐
市
出
身
の
若
者
に
対

し
、
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
や
地
元
企
業
の

紹
介
、
就
農
情
報
、
居
住
情
報
な
ど
を

発
信
す
る
ほ
か
、
市
内
で
就
職
説
明
会

や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
そ
れ
ら
に

参
加
す
る
た
め
に
一
時
帰
省
す
る
際
の

費
用
助
成
制
度
の
創
設
、
市
内
で
結
婚
・

居
住
す
る
場
合
の
助
成
制
度
の
創
設
等
、

多
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整

え
、
Ｕ
タ
ー
ン
へ
の
き
っ
か
け
を
作
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

②
「
支
え
あ
い
を
中
心
と
し
た
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

・
安
心
し
て
利
用
で
き
る
道
路
等
の
整
備
、

公
共
交
通
機
関
の
整
備
・
確
保
と
利
用

促
進
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
ほ
か
、
旧
赤
磐
市

民
病
院
の
跡
地
を
活
用
し
た
介
護
・
福

祉
等
複
合
施
設
と
す
る
た
め
の
手
法
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
「
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
元
気
に

暮
ら
せ
る
地
域
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

・
生
涯
を
通
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
生

活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

現
代
社
会
の
特
徴
や
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
等
を
考
慮
し
た
市
独
自
の
健
康
増
進

計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

・
高
齢
者
が
日
常
の
生
活
行
動
範
囲
の
中

で
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
動
販

売
車
に
よ
る
買
い
物
支
援
に
併
せ
て
、

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
の

見
守
り
・
話
し
相
手
、
困
り
ご
と
相
談

な
ど
を
行
う
多
機
能
な
地
域
支
援
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

経
済・産
業
に
活
力
が
あ
り
、ひ
と
が

集
ま
る
ま
ち
を
創
る

重
点
戦
略

Ⅱ

多
彩
な
人
材
の
活
躍
に
よ
り
、地
域

が
活
性
化
し
て
い
る
ま
ち
を
創
る

重
点
戦
略

Ⅲ
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歳 入
189億

3,209万円

市税
45億263万円
（23.8％）

地方交付税
66億4,200万円（35.1％）

分担金および負担金
3億4,973万円（1.8％）

地方譲与税等
11億4,410万円（6.0％）

県支出金
13億4,729万円
（7.1％）

国庫支出金
19億5,564万円
（10.3％）

市債
15億660万円
（8.0％） 繰越金

3億円（1.6％）

繰入金
7億4,107万円（3.9％）

その他
2億1,662万円（1.1％）

使用料および手数料
2億2,641万円（1.2％）

自主財源 63億3,646万円
依存財源 125億9,563万円

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

　

平
成
28
年
度
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
３
３

９
億
７
８
０
５
万
円
で
、
対
前
年
度
比
３
・

４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
１
８
９
億
３
２
０

９
万
円
で
、
対
前
年
度
比
４
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
合
併
に
よ
り
特
別
に
加
算

さ
れ
て
い
る
地
方
交
付
税
が
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
段
階
的
に
減
少
し

て
い
く
こ
と
か
ら
、
交
付
額
は
６
６
億
４

２
０
０
万
円
で
対
前
年
度
比
０
・
９
％
の

減
と
な
る
一
方
、
扶
助
費
や
普
通
建
設
事

業
費
な
ど
の
歳
出
増
に
対
応
す
る
た
め
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で
財
源
不
足

を
補
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、「
子
育
て
す
る
な
ら
あ
か

い
わ
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
赤
磐
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲

げ
ら
れ
た
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、次

代
を
担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
を
創
る
」「
経

済
・
産
業
に
活
力
が
あ
り
、
ひ
と
が
集
ま

る
ま
ち
を
創
る
」「
多
彩
な
人
材
の
活
躍
に

よ
り
、
地
域
が
活
性
化
し
て
い
る
ま
ち
を

創
る
」
こ
と
に
重
点
を
お
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
平
成
28
年
度
予
算
は
、
総
合
戦
略

に
沿
っ
て
、
今
や
る
べ
き
事
業
を
実
施
し
、

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
確
実
に
前
進

歳入 ： 一般会計の内訳 平
成
28
年
度

▼
市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
。

▼
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
／
市
が
実
施

す
る
特
定
の
事
業
の
受
益
者
な
ど
か
ら

負
担
を
い
た
だ
く
お
金
。

▼
繰
越
金
／
前
年
度
の
決
算
上
の
剰
余

金
。

▼
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
／
市
の
施
設

の
利
用
料
や
戸
籍
・
住
民
票
の
証
明
手

数
料
な
ど
。

▼
繰
入
金
／
基
金
（
市
の
貯
金)

か
ら

繰
り
入
れ
る
お
金
な
ど
。

▼
地
方
交
付
税
／
一
定
の
行
政
水
準
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市
の
財

政
状
況
に
応
じ
て
国
税
の
一
部
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る

補
助
金
な
ど
。

▼
市
債
／
財
務
省
、
地
方
公
共
団
体
金

融
機
構
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達
の
た
め

の
借
入
金
。

▼
県
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費
に

充
て
る
た
め
、
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
補

助
金
な
ど
。

▼
地
方
譲
与
税
等
／
地
方
譲
与
税
、
地

方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交

付
金
な
ど
国
税
、
県
税
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
。

〈
歳
入
の
種
類
〉

●自主財源／地方自治体が自主的に
収入できる財源。
●依存財源／国や県の意思により定
められた額を交付されたり、割り当て
られたりする収入財源。

赤
磐
市
の
予
算

広報あかいわ（平成28年5月号） 4



さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
予
算
編
成

と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
を
確
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

会　計　名 予算規模

一　般　会　計 189億3,209万円

特　別　会　計 139億5,977万円

国民健康保険
特別会計 67億8,866万円

後期高齢者医療
特別会計 5億6,866万円

介護保険
特別会計 43億1,830万円

訪問看護
ステーション事業
特別会計

3,228万円

簡易水道
特別会計 2億3,155万円

下水道事業
特別会計 19億2,231万円

宅地等開発事業
特別会計 7,519万円

竜天オートキャンプ場
特別会計 1,400万円

財産区
特別会計 884万円

公営企業会計 10億8,619万円

水道事業会計 10億8,619万円

合　　　　　計 339億7,805万円

※会計ごとに四捨五入しているため、
　合計金額と相違しています。

▼
人
件
費
／
職
員
の
給
与
や
、
非
常
勤

特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

▼
扶
助
費
／
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉

法
、
老
人
福
祉
法
等
に
基
づ
い
て
、
被

扶
助
者
に
対
し
て
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の

元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

▼
物
件
費
／
消
費
的
性
質
を
持
つ
経
費

で
、
賃
金
、
光
熱
水
費
、
通
信
運
搬
費
、

消
耗
品
費
な
ど
。

▼
補
助
費
／
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、
企
業
会

計
へ
の
補
助
金
な
ど
。

▼
維
持
補
修
費
／
市
が
管
理
す
る
公
共

施
設
や
道
路
な
ど
を
維
持
す
る
た
め
に

支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
、
橋
り
ょ

う
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
施
設
の
新
増
築

な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
繰
出
金
／
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま

た
は
特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る

経
費
。
介
護
保
険
法
等
の
各
個
別
法
に

基
づ
き
、
制
度
的
に
一
般
会
計
か
ら
の

負
担
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
、
地
方

公
営
企
業
法
等
に
基
づ
き
、
制
度
的
に

一
般
会
計
か
ら
の
負
担
が
予
定
さ
れ
て

い
る
も
の
、
収
支
不
足
の
補
て
ん
に
よ

り
支
出
さ
れ
る
も
の
に
区
分
。

〈
性
質
別
歳
出
の
種
類
〉

●義務的経費／歳出のうち、その支出が
制度的に義務づけられた任意に削減する
ことが困難な経費で、人件費、扶助費、公
債費の3つ。
●消費的経費／経費支出の効果が、当該
支出年度又は極めて短期間で終わるも
のに支出される経費で、物件費、維持補
修費、補助費など。
●投資的経費／支出の効果が資本形成
に向けられ、施設などのストックとして将
来に残るものに支出される経費で、普通
建設事業費、災害復旧費など｡

歳 出
189億

3,209万円

人件費
39億3,735万円
（20.8％）

繰出金
27億5,356万円
（14.5％）

公債費
24億1,246万円
（12.7％）

扶助費
38億47万円
（20.1％）

物件費
29億1,166万円
（15.4％）

維持補修費
9,601万円
（0.5％）

普通建設事業費
14億9,966万円
（7.9％）

義務的経費 101億5,028万円

その他　　 28億3,435万円
投資的経費 14億9,966万円
消費的経費 44億4,780万円

その他
8,079万円（0.4％）

補助費等
14億4,014万円
（7.6％）

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

歳出 ： 一般会計の内訳（性質別）会計別予算規模

平成28年度 赤磐市の予算
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▼
議
会
費
／
議
会
の
活
動
に
か
か
る
経

費
。

▼
総
務
費
／
総
合
計
画
策
定
、
財
産
管

理
、
統
計
、
税
の
課
税
や
徴
収
な
ど
の

事
務
に
か
か
る
経
費
。

▼
民
生
費
／
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
、

児
童
な
ど
を
対
象
と
し
た
福
祉
事
業
に

か
か
る
経
費
。

▼
衛
生
費
／
病
気
予
防
の
た
め
の
各
種

検
診
、
ご
み
処
理
や
環
境
対
策
な
ど
に

か
か
る
経
費
。

▼
農
林
水
産
業
費
／
農
林
水
産
業
の
振

興
や
農
・
林
道
の
整
備
な
ど
に
か
か
る

経
費
。

▼
商
工
費
／
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事

業
に
か
か
る
経
費
。

▼
土
木
費
／
道
路
、
公
園
、
河
川
の
整

備
、
都
市
計
画
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
消
防
費
／
火
災
予
防
や
消
火
・
救
急

救
助
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
教
育
費
／
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
生

涯
学
習
活
動
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の

元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

〈
目
的
別
歳
出
の
種
類
〉

議 会 費 4,042円

総 務 費 5万720円

民 生 費 14万7,522円

衛 生 費 4万432円

農林水産業費 2万5,614円

商 工 費 7,080円

土 木 費 3万2,407円

消 防 費 1万6,877円

教 育 費 4万3,539円

公 債 費 5万3,939円

そ の 他 1,119円

合 計 42万3,290円

一般会計の歳出額を平成28年3月の人
口44,726人で割ると、１人当たり約42

万円になります。

合計 189億3,209万円

民生費 65億9,806万円（34.9％）

議会費
1億8,077万円

（1.0％）

公債費 24億1,246万円（12.7％）

衛生費 18億836万円（9.6％）

総務費 22億6,852万円（12.0％）

教育費 19億4,731万円（10.3％）

土木費 14億4,945万円（7.7％）

農林水産業費 11億4,561万円（6.1％）

消防費 7億5,482万円（4.0％）

商工費
3億1,666万円

（1.7％）

その他
5,007万円

（0.3％）

歳出 ： 一般会計の内訳（目的別） 市民一人予算額

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致していません。

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致していません。
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費　　目 主要事業名等 事業費（万円）

総 務 費

公聴広報事業 2,272�
市民バス運行事業 4,739�
広域路線バス運行事業 2,838�

【重点】 シティプロモーション事業 1,497 
【重点】 地域おこし協力隊事業 2,193 
【重点】 あかいわに戻ろうプロジェクト 2,305 
選挙事業（参議院議員通常選挙、岡山県知事選挙、赤磐市長・市議会議員選挙） 9,091�
防犯対策事業 2,380�
公共施設等総合管理計画事業 1,008�

民 生 費

【重点】 市民活動実践モデル事業 100 
心身障害者医療費 6,993�
敬老事業 1,540�
障害者支援事業 6,622�
臨時福祉給付金給付事業 3,828�
年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業 2,100�
児童手当 76,369�
自立支援給付費事業（介護給付・訓練等給付） 73,357�
生活保護費 24,608�

【重点】 買い物支援・見守り事業 208 
【重点】 赤坂地域保育園統合事業 32,530 

衛 生 費

【重点】 子ども医療費給付事業（医療費の助成） 23,626 
健康増進事業（ガン検診等） 6,253�
母子保健事業(妊婦・乳児健診・不妊治療など） 4,970�
感染予防事業（予防接種など） 12,328�
廃棄物収集事業（一般廃棄物のごみ及び資源化物の収集） 7,890�

農 林 水 産 業 費

中山間地域対策事業 8,745�
【重点】 学校給食地場食材利用拡大事業 300 
小規模土地改良事業 9,844�

【重点】 有害鳥獣対策事業 4,043 
【重点】 農業・農村の多面的機能保全事業 1,779 
小規模ため池補強事業 5,635�
松くい虫等防除事業 3,256�

商 工 費

企業立地支援事業 14,296�
観光情報発信事業（オールあかいわ宣伝隊） 1,300�
商工振興対策事業 2,567�
観光振興対策事業 1,934�

土 木 費

道路新設改良事業 23,555�
空家対策事業 300�
道路維持管理事業（市道維持補修など） 12,215�

【重点】 都市拠点整備事業 4,090 
【重点】 あかいわ山陽総合流通センター地区計画整備事業 2,390 
【重点】 特定施設周辺地域環境整備事業 4,670 
交通安全整備事業 400�

消 防 費

【重点】 赤磐市総合防災訓練 150 
消防団（団員装備品など） 7,122�
各地区消防施設整備事業 2,448�

【重点】 高規格救急自動車更新事業 3,310 

教 育 費

【重点】 教育用コンピュータ整備事業 2,907 
【重点】 桜が丘小学校教室増築工事 8,400 
【重点】 産官学連携協力事業 1,458 
【重点】 学校教育指導員、常勤・非常勤講師配置事業 2,516 
【重点】 学習支援員配置事業　 1,475 
【重点】 図書推進活動事業（資料の購入、主催講座） 2,294 
【重点】 施設維持管理事業（炊飯システム更新） 3,579 

公 債 費 元利償還金 241,246�

平成28年度 一般会計予算の主な事業

平成28年度 赤磐市の予算
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情報ボックス
INFORMATION BOX 

■
日
時
／
５
月
18
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時

〜
３
時

■
場
所
／
産
業
会
館
２
階 

ふ
る

さ
と
交
流
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所 

年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
相
談

時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
㈫
で
す
。納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。車
検
時
納
付

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、領
収
書
に
つ
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
、車
検
を
受
け
る

と
き
に
必
要
で
す
の
で
、大
切
に

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　
☎ 

０
８
６（
２
３
３
）９
８
１
０（
証
明
）

　
☎ 
０
８
６（
２
３
３
）９
８
４
４（
課
税
）

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
す
る
憲
法
週
間
の
行
事

と
し
て
、
無
料
法
律
・
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

法
律
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時
／
５
月
２
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
／
岡
山
弁
護
士
会
館（
岡

山
市
北
区
南
方
１︲

８︲

29
）

■
相
談
員
／
岡
山
弁
護
士
会
、岡

山
地
方
法
務
局　

■
相
談
内
容
／
土
地
、
家
屋
、
交

通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
、

相
続
、
人
権
、
子
ど
も
の
非

行
・
人
権
、
登
記
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広
報
係

　
☎
０
８
６（
２
２
２
）６
７
７
１

　
市
で
は
、男
女
が
性
別
に
関
係

な
く
共
に
い
き
い
き
と
過
ご
す

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　

今
回
は
、「
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
」に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。ま
ず
は
正
し
く
理
解

し
て
、す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
け
る
社
会
を
創
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ん
の
お

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
日
時
／
５
月
19
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館 
視
聴
覚
室

■
講
師
／
鈴
木
富
美
子
さ
ん（
プ

ラ
ウ
ド
岡
山
代
表
）

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

■
定
員
／
30
人(

先
着
順)

■
参
加
費
／
無
料

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課　

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
の
大
切
な
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
そ
ば
に
居
る
あ
な

た
で
す
！

　

心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き
に
有

効
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、そ
の
他
ケ

ガ
に
対
す
る
適
切
な
応
急
手
当

て
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。年
齢
や
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※ 

受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合

は
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
22
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
東
出

張
所

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
５
月
13
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

■電話番号一覧 ※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷ 健康福祉課……………☎ 957-4822

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

●教育委員会
　▷山陽郷土資料館………☎ 955-0710

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●エコプラザあかいわ……☎ 955-1560

●
お
知
ら
せ

年
金
相
談（
※
要
予
約
）

●
募
集

第
１
回
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
あ
り
の
ま
ま
を
生
き
ら
れ
る
虹
色
社

会
に
～
人
の
数
だ
け
性
が
あ
る
～
」

●
お
知
ら
せ

自
動
車
税
は

５
月
31
日
㈫
ま
で
に

●
お
知
ら
せ

無
料
法
律・人
権
相
談
所
開
設

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

広報あかいわ（平成28年5月号） 8
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〈
熊
山
英
国
庭
園
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
〉

●
日
時
／
５
月
３
日
㈫
～
５
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

内
容
／
写
真
・
日
本
画
・
水
彩
画
な
ど
の
展
示
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
花
の
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
（
管
弦
楽
四
重

奏
・
合
唱
団
）
な
ど

〈
男
声
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
〉

●
日
時
／
５
月
７
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
（
開
場
…
午
後
１
時
）

●�

演
奏
／
関
西
ク
ラ
ー
ク
合
唱
団

　
（
北
海
道
大
学
合
唱
団
関
西
Ｏ
Ｂ
会
）

◎
英
国
庭
園
情
報

■
入
園
料
／
無
料

■
駐
車
場
／
80
台

■
開
園
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

■
休
園
日
／
毎
週
水
曜
日

　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
臨
時
開
園
日
／
５
月
６
日
㈮
、
18
日
㈬
、

　

25
日
㈬
、
６
月
１
日
㈬
、
８
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
山
英
国
庭
園
（
殿
谷
１
７
０-

１
）

　

☎（
９
９
５
）９
３
０
０

・
熊
山
支
所
産
業
建
設
課

熊
山
英
国
庭
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
で
す
。
こ
れ
は
、民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
存
在
や
活
動

を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
昭
和
52
年
に
、
毎
年
５
月

12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
１

期
３
年
の
任
期
で
担
当
地
区
を

持
っ
て
い
ま
す
。市
内
に
は
担
当

区
域
を
も
つ
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
」
が
１
１
３
人
、主
に
児
童

福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
９
人
い

ま
す
。

　
委
員
は
、毎
月
の
定
例
会
や
各

種
研
修
、
地
区
・
学
校
行
事
へ
の

参
加
、社
会
福
祉
協
議
会
の
行
う

友
愛
訪
問
へ
の
協
力
な
ど
、地
域

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。困
っ

た
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
担
当
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
山
陽
地
域
…
本
庁
社
会
福
祉
課

・
赤
坂
地
域
…
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

・
熊
山
地
域
…
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

・
吉
井
地
域
…
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

●
お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
相
手

〜
民
生
委
員・児
童
委
員
～

広報あかいわ（平成28年5月号）9



情報ボックス ／ ザ・コラム
 INFORMATION BOX / The Colmn 

●絵本はともだち　毎週水曜日�午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日�午前10時30分～11時、�第2日曜日�午後2時～2時30分
●民話の寺小屋（民話の語り）　15日㈰�午後2時～2時30分
●きらり☆しあたー子ども版映画上映会『あらしのよるに』 21日㈯�午後2時～
●「岡山のむかしばなし」絵本原画展 4
　5月28日㈯～6月3日㈮�※30日㈪を除く

●ブックんのおはなしかい こども読書週間拡大版
　7日㈯�午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　11日㈬・25日㈬�午前11時～11時20分

●なかよしタイム　10日㈫�午前10時～正午
●おはなしのおへや　21日㈯�午前11時～11時30分
●おはなしたまてばこ　21日㈯�午後2時～3時

●おはなし会　14日㈯�午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　20日㈮�午前10時～正午

●みずがめ座流星群観望会　6日㈮�午前2～5時
●無料観望会　7日㈯�午後7時～10時
●天文教室　15日㈰�午後7時～8時30分

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内5 E V E N T  G U I D E  O N  M A Y

◎
関
連
講
座 「
備
前
地
域
の
仏
教

美
術
」

■
日
時
／
５
月
28
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館 

視
聴
覚
室

■
講
師
／
中
田 

利
枝
子
さ
ん
（
岡

山
県
立
美
術
館
）

■
申
込
期
限
／
５
月
27
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
山
陽

郷
土
資
料
館

■
日
時
／
６
月
16
日
㈭
〜
30
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
／
吉
井
郷
土
資
料
館
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
休
館
）

◎ 

関
連
講
座 

「
３
０
０
０
個
の
積

木
で
あ
そ
ぼ
う
！
」

■
日
時
／
６
月
25
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

■ 

場
所
／
吉
井
郷
土
資
料
館 

第

４
展
示
室

■
講
師
／
橋
爪 

宏
治
さ
ん
（
現

代
玩
具
博
物
館
・
オ
ル
ゴ
ー

ル
夢
館
）

■
申
し
込
み
／
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先
／
山
陽
郷
土

資
料
館

　
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
」が
今
年
も
５
月
を
中
心
に
全

国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
は
、年
間
を
通

じ
て
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

「
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
」

と「
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
活
動
資
金
（
社

費・寄
付
金
）」と
い
う
２
本
の
柱

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
地
区
・
町

内
会
の
役
員
が
訪
問
し
ま
し
た

ら
、社
員
加
入
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課
、各
支
所
健
康
福
祉
課

　

子
ど
も
の
健
や
か
で
豊
か
な

成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

赤
磐
市
の
子
育
て
情
報
サ
イ
ト

「
ふ
ぁ
み
り
ん
く
る
」
が
５
月
か

ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
情
報
発
信
を

主
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た

が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
そ
れ

に
加
え
、
イ
ベ
ン
ト
の
体
験
記

や
子
育
て
の
疑
問
に
お
答
え
す

る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
新
設
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
も

取
り
入
れ
、
双
方
向
の
子
育
て

情
報
サ
イ
ト
を
め
ざ
し
、
楽
し

い
子
育
て
ラ
イ
フ
を
応
援
し
ま

す
。

　

こ
の
サ
イ
ト
は
、
市
が
赤
磐

子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
運
営
し
ま
す
。

　

人
・
家
族
・
地
域
を
結
ぶ
子

育
て
情
報
サ
イ
ト

「
ふ
ぁ
み
り
ん
く

る
」
を
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

http://fam
ilinkru.jp/

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
子
育

て
支
援
課

　

岡
山
県
内
の
博
物
館
、
美
術

館
77
館
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
13
日
㈮
〜
29
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
／
山
陽
郷
土
資
料
館
（
月

曜
・
祝
日
休
館
）

●
お
知
ら
せ

ウ
ェ
ブ
版
子
育
て
情
報
サ
イ
ト

「
ふ
ぁ
み
り
ん
く
る
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
催
し

岡
山
県
博
物
館
協
議
会
25
周
年

記
念
パ
ネ
ル
展
示
会

●
催
し

岡
山
県
博
物
館
協
議
会
25
周
年

記
念
パ
ネ
ル
展
示
会
第
２
弾
！

●
お
知
ら
せ

赤
十
字
活
動
資
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

広報あかいわ（平成28年5月号）10
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●
消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス 

［ 

第
36
回 

］�

く
ら
し
安
全
課

５
月
は
消
費
者
月
間

統
一
テ
ー
マ

「
み
ん
な
の
強
み
を
活
か
せ

～
安
全･
安
心
な
社
会
に

一
億
総
活
躍
～
」

　

消
費
者
が
主
役
と
な
っ
て
選
択
・
行

動
で
き
る
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

近
年
、
情
報
化
・
サ
ー
ビ
ス
化
の
進

展
に
伴
い
、
消
費
者
問
題
は
多
様
化
・

高
度
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
手
の

悪
質
商
法
も
氾
濫
し
、
被
害
に
あ
う
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
中
に
消
費
生
活
相
談

室
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
７

２
件
で
す
。

　

相
談
の
多
い
主
な
内
容
は
、
通
信
販

売
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
（
有
料
サ

イ
ト
架
空
請
求
や
出
会
い
系
サ
イ
ト

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供

す
る
情
報
な
ど
に
関
す
る
も
の
）、
携

帯
電
話
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
利
用
に
関
す
る
も

の
、
工
事
・
建
築
に
関
す
る
も
の
な
ど

で
す
。

　

特
に
最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
に
お
け
る

不
当
請
求
や
契
約
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
困
り
の
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
消
費
生
活
相
談
室

　
（
本
庁
く
ら
し
安
全
課
内
）

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

●
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ニ
ュ
ー
ス�

環
境
課

第
７
回
リ
ユ
ー
ス
品
提
供
抽
選
会

の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
内
に
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
ま
だ
再
使
用

で
き
る
リ
ユ
ー
ス
品
の
受
入
や
無
料
提

供
の
ほ
か
入
札
や
抽
選
に
よ
る
有
料
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
抽
選
会
と
無
料
提
供
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■�

参
加
資
格
／
市
内
在
住
、
ま
た
は
在

勤
の
20
歳
以
上
の
人

■�

抽
選
品
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す

■
申
込
期
間
／
５
月
12
日
㈭
～
23
日
㈪

　

午
後
２
時
ま
で

■
抽
選
日
時
／
５
月
26
日
㈭

　

午
後
２
時
～

　

当
選
し
た
人
に
は
、
当
選
通
知
書
を

送
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
実
験
教
室
の
ご
紹
介

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
内
に
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
紙
パ
ッ
ク
や

廃
食
用
油
を
再
利
用
し
た
紙
す
き
や

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
品
は
２
時
間
程

度
で
出
来
上
が
り
ま

す
。
３
人
か
ら
10
人

１
組
で
、
エ
コ
プ
ラ

ザ
あ
か
い
わ
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も
お
一
人

数
百
円
で
参
加
で
き

ま
す
。
準
備
の
都
合

上
、
教
室
の
２
週
間

前
ま
で
に
お
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

日
時

　
毎
週
月
・
木
・
金
曜
日
、
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時

※�

土
曜
日
は
、
ご
み
の
持
ち
込
み
が
出

来
ま
せ
ん
。

※�

土
曜
日
は
、
入
口
が
西
側
の
門
に
変

わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ

　

☎（
９
５
５
）１
５
６
０

＜過去の出品例＞
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スポーツの話題
 SPORTS TOPICS

　

7
年
目
の
挑
戦
と
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
。
勝
利
を
目
指
し
て
今
年
も
や
り

ま
す
。

　

今
年
の
実
施
日
は
5
月
25
日
㈬
で
、

午
前
0
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
の
間
に

市
内
で
15
分
以
上
の
運
動
を
し
た
人
を

数
え
て
、
人
口
比
（
参
加
率
）
を
競
い

ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」

市
内
で
運
動
し
た
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に

限
ら
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加

を
意
識
し
て
体
を
動
か
せ
ば
全
て
「
運

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６

① お手元の実施宣言カードに必要事
項を記入。

② 記入が済んだら最寄りの回収箱へ
投かん。

③ あとは当日、楽しく運動をするだけ！

参加方法は簡単！！

■
対
戦
相
手
紹
介

対
戦
相
手
は

秋
田
県
鹿か

づ

の角
市

　

秋
田
県
鹿
角
市
は
秋
田
県
北

東
部
に
あ
り
、青
森
県
、岩
手
県

の
北
東
北
３
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
人
口
は
３
万
２
千
人

余
り
。内
陸
型
気
候
で
あ
り
農

村
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
も
、か
つ

て
は
日
本
屈
指
の
銅
山＂
尾
去

沢
鉱
山
＂を
は
じ
め
と
す
る
鉱

業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
、北
に

十
和
田
湖
、南
に
八
幡
平
の
国

立
公
園
が
あ
り
、有
形
無
形
の

歴
史
文
化
遺
産
が
数
多
く
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、人
の
往
来
も
多

く
、固
有
の
文
化
を
育
ん
で
き
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、秋
田
県
内
で
唯
一
東
北

自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
２
つ
あ
り
、盛
岡
市
、青
森
市
、

八
戸
市
な
ど
北
東
北
の
主
要
都

市
ま
で
１
時
間
程
度
の
距
離
に

あ
り
、高
速
交
通
に
も
恵
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

動
」
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ペ
ッ

ト
の
散
歩
や
家
事
、
農
作
業
も
、
ど
れ

も
参
加
者
と
し
て
名
乗
り
出
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
運
動
が
十
分
で
き
て
な
い
人

は
、
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
運
動
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
を
習
慣
に
す

る
こ
と
は
私
た
ち
の
健
康
に
つ
な
が
り

ま
す
。
具
体
的
な
参
加
方
法
は
、
今
月

号
の
広
報
あ
か
い
わ
へ
折
り
込
ん
で
い

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
連
勝
を

目
指
し
て
み
ん
な
で
運
動
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

★�

当
日
ま
で
に
運
動
実
施
宣
言
カ
ー
ド

を
提
出
し
忘
れ
て
い
た
、
カ
ー
ド
を

提
出
し
た
が
、
当
日
運
動
で
き
な

か
っ
た
な
ど
と
い
う
人
は
、
集
計
本

部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
〉

☎
０
８
０
０（
２
０
０
）７
７
０
７

※�

こ
の
番
号
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日

（
午
前
６
時
～
午
後
９
時
30
分
）
の

み
利
用
で
き
る
集
計
本
部
の
仮
設
電

話
番
号
で
す
。
お
か
け
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

５
月

25
日
水
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

２
０
１
６
全
日
本
綱
引

選
手
権
大
会
（
東
京
都
）

◦
小
泉　

辰
夫
（
山
陽
５
）

◦
小
泉　

寿
枝
（
山
陽
５
）

◦
小
泉　

雄
耶
（
山
陽
５
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
12
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
岡
山
県
）〈
優
勝
〉

◇
赤
坂
中
学
校
１
年

◦
羽
原
健
之
祐
（
町
苅
田
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
（
静
岡
県
）

◇
東
岡
山
工
業
高
等
学
校
2
年

◦
久
延　

秀
輝
（
仁
堀
東
）

第
20
回
赤
磐
市
射
撃
大
会

■
開
催
日
／
３
月
20
日

■
場
所
／
備
前
射
撃
場

■
結
果

◦
優　

勝
…
福
安
秀
雄
（
桜
が
丘
西
３
）

◦
準
優
勝
…
山
本
勝
敏
（
岩
田
）

◦
第
３
位
…
片
山　

嵩
（
今
井
）

◦
第
４
位
…
行
正
芳
美
（
西
軽
部
）

◦
第
５
位
…
岸
田
元
一
（
尾
谷
）

赤
磐
市
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
「
赤
磐
市
吉
井

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
草
生
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
・
吉
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

草
生
多
目
的
広
場
」
を
指
定
管
理

者
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
吉
井

ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
」
が
管
理
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
次
の
各
教
室
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

◦
ヨ
ガ
・
エ
ア
ロ
ビ
教
室

◦
太
極
拳
教
室

◦
ズ
ン
バ
教
室

◦
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室

◦
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

◦
水
泳
教
室
（
小
・
中
学
生
対
象
）

　

ま
た
、
各
施
設
の
利
用
料
金
、

プ
ー
ル
の
回
数
券
な
ど
は
今
ま
で

通
り
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
5
月
25
日
㈬
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
で
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
４
）２
３
２
３

ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出

場
す
る
市
内
在
住
者
へ
激
励
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

※�

国
民
体
育
大
会
や
全
国
規
模
の

連
盟
な
ど
が
主
催
す
る
全
国
大

会
に
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
出

場
す
る
個
人
・
チ
ー
ム

■
申
請
手
続
き
／
大
会
へ
の
出
場

決
定
か
ら
出
場
ま
で
に
、
交
付

申
請
書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
請
は
年
度
ご
と
に
１
回
限
り

で
す
。
年
度
中
の
出
場
に
関
す

る
申
請
は
そ
の
年
度
の
３
月
末

で
締
め
切
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
類
な
ど
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）０
７
３
８

合
気
道
は
じ
め
ま
せ
ん
か

　

合
気
道
は
試
合
を
行
わ
な
い
日

本
発
祥
の
武
道
で
す
。

　

礼
節
を
第
一
と
す
る
道
場
に
は
、

愉
し
い
な
が
ら
も
真し

ん
し摯
な
凛り

ん

と
し

た
空
気
が
あ
り
、
無
理
な
く
心
と

体
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
青
少
年
は
礼
節
を
知

り
鍛
錬
の
た
め
に
、
女
性
は
健

康
・
護
身
の
た
め
に
と
、
年
齢
・

性
別
・
稽
古
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
合
気
道
が
生
涯
武
道
と
言
わ

れ
る
所ゆ

え
ん以
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
稽
古
を
見
学
し
、

私
た
ち
と
一
緒
に
合
気
道
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
責
任
を
も
っ
て
指
導

し
ま
す
。
左
記
の
稽
古
時
間
に
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
稽
古
日
時
・
場
所

◦
月
曜
日
…
熊
山
武
道
館

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

◦
金
曜
日
…
高
陽
中
格
技
場

　

午
後
７
時
～
９
時

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
赤
磐
市
合
気
道
協
会　

森
本

　

☎
０
９
０（
２
２
９
４
）３
８
８
９

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会
を
実
施

　

各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
日
ご

ろ
の
練
習
や
大
会
結
果
な
ど
の
活

動
を
発
表
し
あ
い
最
後
に
う
ど
ん

を
食
べ
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
こ
の
行
事
は
、
各
団
の
大
切

な
年
間
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
未
加
入
者
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
一
緒
に
参
加
し
て
も
ら
い
新

規
団
員
加
入
促
進
へ
こ
こ
ろ
み
を

行
い
ま
し
た
。

結　
果

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

全
国
大
会
出
場

お
知
ら
せ
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

　山陽ふれあい公園では、いろいろな教室を開いています。4月スタートの教室は始まっていますが、途中からでも
参加することが可能です。参加費や回数は教室毎に違いますので、お気軽にお問い合わせください。

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

山陽ふれあい公園 4月からの運動教室 途中参加者募集のお知らせ

●子ども向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◇ダンス教室
子どもダンス教室（5歳～小3） 火 16:30～ 17:30 10人 5歳から小学3年生まで。楽しく体を動かします。
子どもダンス教室（小4～小6） 火 17:45～ 18:45 10人 小学4年生から小学6年生まで。楽しく体を動かします。
◇スイミング教室

幼児クラス
火 15:15～ 16:15 24人

3歳から小学2年生まで。水慣れからバタ足の練習まで。水 15:15～ 16:15 12人
木 15:15～ 16:15 24人

児童クラス①
火 16:15～ 17:15 30人

小学1年生から6年生まで。クロールの習得、25㍍を泳げることを目指します。水 16:15～ 17:15 20人
木 16:15～ 17:15 30人

児童クラス②
火 17:15～ 18:15 30人

クロールをマスターしたら、背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライのマスターを目指します。水 17:15～ 18:15 20人
木 17:15～ 18:15 30人

●大人（16歳以上）向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◇ゆっくりとした動きで効果を実感する教室
ＳＬＯＷピラティス① 火 9:10～ 9:55 15人

呼吸を意識して姿勢を改善し、からだのゆがみを矯正。
ＳＬＯＷピラティス② 火 10:05～ 10:50 15人
太極拳 火 14:00～ 15:00 10人 中国古来の武術をもとに、ゆったりとした動きで健康増進。
はじめての簡化太極拳 火 15:10～ 16:10 10人 太極拳の動きに慣れた人におすすめのクラスです。
足つぼリフレッシュ 火 19:15～ 19:45 15人 体力に自信のない人でも大丈夫。体と心をリフレッシュします。
ヨガ（エクササイズ） 水 14:00～ 15:00 15人 エクササイズを重視、呼吸に合わせた動作でしっかり動きます。
ストレッチ 木 9:15～ 9:45 15人 無理なくからだを動かし、リラックス＆柔軟性アップ。
健康体操教室 木 10:00～ 10:30 15人 運動が苦手な人でもゆっくりなテンポで無理なく体を動かしていきましょう。
太極拳　入門 木 14:00～ 15:00 10人 太極拳をはじめてみたい人におすすめのクラスです。
ヨガ（リフレッシュ） 金 18:45～ 19:45 15人 ゆっくりした呼吸とヨガの簡単なポーズで疲れをすっきりさせます。
ヨガ(アロマ) 土 9:15～ 10:15 15人 運動・呼吸・瞑想・香りの効果でリラックス。
◇楽しくからだを動かして効果を実感する教室
脂肪燃焼エクササイズ�★ 火 11:10～ 12:00 15人 有酸素運動と筋コンディショニングで脂肪燃焼。健康寿命のアップを。
シバム 火 20:00～ 20:45 15人 誰にでも楽しく動けるダンス系のプログラム。
かんたんエアロ 水 9:10～ 9:50 15人 少しずつエアロビクスに慣れていくクラス。
オリジナルダンス 水 10:00～ 10:40 15人 楽しく、リズミカルな音楽に合わせてシェイプアップ。
シェイプアップエアロ 水 20:00～ 20:40 15人 エアロビクスを楽しみたい人へおすすめのクラスです。
ボディパンプ 木 19:30～ 20:30 20人 楽しく筋トレ。シェイプアップや骨粗しょう症の予防にも。
ノルディックウォーキング�★ 金 10:30～ 11:30 10人 ポールの正しい使い方を覚え、効果的なウォーキングをします。
◇プールで水の力を実感する教室
お試し3種 水 10:15～ 10:45 10人 クロール以外の泳法をマスターしたい人に。
クロール中級 水 10:50～ 11:30 10人 クロールをより長く、25㍍以上泳げる人に。
クロール初級・背泳ぎ 木 10:15～ 10:45 10人 クロールの基本（姿勢・キック・ストローク）、背泳ぎの基本の練習。
はじめてクロール 木 13:15～ 13:45 10人 水に慣れることから始めて、クロールが泳げることを目標にします。
スイム中級 木 19:00～ 19:40 10人 クロールを中心に4泳法を練習します。25㍍以上泳げる人に。

アクアウォーキング
水 13:15～ 13:45 15人

プールの中で楽しく、安全に歩きます。膝・腰に不安がある人でも安心。
木 10:50～ 11:20 15人

アクアビクス 金 10:15～ 10:45 15人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動きます。
※★印は新規教室です。　※教室の日程、内容などは都合により変更する場合もあります。

◎山陽ふれあい公園〜５月２５日㈬ 無料開放のお知らせ〜
　５月２５日㈬は、チャレンジデーです。この日の山陽ふれあい公園は、トレーニングルーム・屋内プールの利用料が無料になりま
す。トレーニングルームは、高校生以上の人ならどなたでも気軽にご利用いただけます。上履きをお持ちになって、運動のできる
る服装でお越しください。屋内プールは、水着、水泳帽、タオルをお持ちになってお越しください。小学３年生以下の人は２０歳以
上の保護者の付き添いが必要です（保護者１人につき２人の子どもまで）。ご不明な点は、電話でお問い合わせください。
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図書館通信
LIBRARY NEWS

　「ぐんぐんのびる�大きくなったね」をテーマに楽し
いパネルシアターや工作、紙芝居おじさんなど盛りだ
くさんな１時間！�みんな来てね。
■日時／5月21日㈯　午後2時～3時
■場所／くまやまふれあいセンター
■参加費／無料　　■申し込み／不要
■問い合わせ先／熊山図書館

おはなしたまてばこ

図書館を活用して子育てを楽しみませんか？
　図書館内に、子育てに関連する情報を集め、ゆっく
りとご覧いただける場所、“子育て応援コーナー”がで
きました。
　妊娠、出産、育児、家庭でのしつけなど、いろいろな
ジャンルの子育てに関連した本や雑誌、パンフレット、
地域のイベント情報などをまとめて置いてあります。
雑誌は最新号を除いて貸出しすることができます。
　ママやパパはもちろん、子育てをサポートするおじ
いちゃん、おばあちゃんにも役立つ本や情報がたくさ
んあります。どうぞご利用ください。
　中央図書館の子育て応援コーナーは児童コーナー
入ってすぐ左側です。
　赤坂、熊山、吉井図書館にもコーナーがあります。

子育て応援コーナーができました

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

●利用案内
♢開館時間…中央図書館�：�午前10時～午後6時（木曜日は午前10時～午後8時）
　　　　　　赤坂・熊山・吉井図書館�：�午前10時～午後6時
♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～1月4日）／特別整理期間

★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■5月の休館日

赤磐市内全図書館休館日

●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX�955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX�957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX�995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX�954-9201

　「空をとぶきつね」「てんぐとねたろう」など「絵本
岡山のむかしばなし」の原画を展示します。色鮮やか
な原画の世界をお楽しみください（昨年度とは違う
作品の展示になります）。
■日時／5月28日㈯～6月3日㈮
　　　　午前10時～午後6時（2日㈭は午後8時まで）
　　　　※ただし、30日（月・休館日）を除く
■場所／中央図書館�多目的ホール
■参加費／無料

＜作品紹介＞
書名 ：�
�絵本岡山のむかしばなし�7�
�「空をとぶきつね」
作家名 ：��妹背�平三
出版者 ：  山陽新聞社出版局

書名 ：
�絵本岡山のむかしばなし�8�
�「たぬきとかたつむり」
作家名 ：�丸山�司珖
出版者 ：�山陽新聞社出版局

「岡山のむかしばなし」絵本原画展④

きらり☆しあたー：子ども版映画上映会

『あらしのよるに』（50分）
　あらしのよる、同じ小屋に逃げ込んだオオカミのガ
ブとヤギのメイ。真っ暗で顔が見えないまま、2匹は
仲良くなって、また会う約束をしましたが…。
■日時／5月21日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館�多目的ホール
■参加費／無料
■申し込み／不要
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○中央公民館 (下市337／☎955-0069)
○赤坂公民館 (町苅田507／☎957-2211)
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214)
○熊山民館 （松木623／☎995-1360)

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

元気もりもり講座

健康体操講座

ふるさと探訪講座

和だこ作り教室

公民館では、たくさんの楽しい講座を企画
して、皆さんのご参加をお待ちしています。

みずがめ座流星群観望会
春の明け方、天文台での流星観望会にご来場ください。
■日時／5月6日㈮　午前2時～5時
※曇天など観測できない場合は中止します。
■場所／竜天天文台公園　
■対象／一般（小学生以下保護者同伴）
■定員／20人　　■参加費／無料
■持ち物／防寒着、寝転んでの観測のためマットなど
■申し込み／随時

竜天天文台（無料観望会）
木星、北斗七星など、春の夜空の観察にご来場ください。
■日時／5月7日㈯　午後7時～10時
※曇天など観測できない場合は中止します。
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般
■参加費／無料
■持ち物／防寒着
■申し込み／不要

天文教室（全6回）
■日時／5月15日㈰、7月10日㈰、9月11日㈰、
　　　　11月13日㈰、1月15日㈰、3月12日㈰
　　　　午後7時～8時30分
※平成29年1月15日㈰は午後2時～3時30分
※曇天など観測できない場合も開催します。
■場所／竜天天文台公園
■講師／辰巳��直人（天文台指導員）
■対象／小学3年生～一般　　■定員／20人
■参加費／各回100円
■持ち物／防寒着、筆記用具、はさみ
■申し込み／随時

ふるさと探訪講座
今回は熊山地域の奥吉原にある熊山遺跡を訪ねます。
いつの時代に作られたのか、何の目的で作られたのか、
一緒に探求しましょう。この機会にぜひご参加ください！
■日時／6月2日㈭　午前9～11時
■場所／熊山遺跡（奥吉原）〈集合場所…吉井公民館〉
■講師／伴��裕子（山陽郷土資料館学芸員）
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／500円　　■持ち物／帽子、飲み物
■申込開始日／5月9日㈪

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）
活　動　紹　介
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公民館講座のご案内
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回 開催日 内　　容

1
5月13日㈮
午前10時～正午

花作りのコツについて
～土作りから花壇管理まで～

2
6月10日㈮
午前10時～正午

花と人とのかかわり（花から
もらう幸せ）
～花壇作り体験～

ガーデニング講習会（全2回）
花を作り、花を咲かせて心が
癒されるという話をよく耳に
します。実際に花を植えて体
感しませんか。
■日時・内容

■講師／黒石��静男�さん（園芸福祉士）
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／無料　　■申込開始日／5月2日㈪

美わくわくカレッジ①
～あなたの肌は何色がお似合いですか？～
充実した生活に、少しの「色」・「香」・「表情」・「食」の工
夫を加え「美」を楽しみましょう。4回シリーズで開講し
ます。第1回目は、色を学び、色を楽しみ、お洒落してみ
ましょう。
■日時／5月22日㈰　午前10時～11時30分
■講師／隅元� �美貴子�さん（山陽学園大学教授／カ
ラーコーディネーター）

■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／無料　　■申込開始日／5月9日㈪�
※�第2～4回の開催については、広報あかいわ6月号でお
知らせします。

倉敷往来と道中文化財探訪②
「チャレンジデー」に文化財をめぐりながら、ウォーキン
グを楽しみましょう。今回は、山陽団地周辺～西山方面
のコースで実施します。
■日時／5月25日㈬　午前9時～正午（※雨天中止）
■講師／高畑��富子�さん（元山陽郷土資料館職員）
■集合場所／山陽公民館玄関前
■対象／一般　　■定員／30人
■参加費／無料
■持ち物／飲み物、タオル、履きなれた靴
■申込開始日／5月9日㈪

チャレンジデーに参加しよう！
公民館で1日健康スポーツを楽しみましょう。各公民館
で楽しい企画を予定しています。
■日時／5月25日㈬�午前9時～午後5時
■場所／市内各公民館
■対象／幼児～一般　　■定員／なし
■参加費／無料　　■申し込み／不要

男の料理教室
料理は簡単！！�奥さんもあなたの手作り料理に舌鼓！！
ダイナミックにチャレンジしてみては？
■日時／5月7日㈯、7月16日㈯、9月17日㈯
　　　　午前10時～午後1時
■講師／小川　泰子�さん
■対象／一般男性　　■定員／16人
■参加費／1,500円（全3回）
■申込開始日／5月2日㈪

マジック教室
見て驚くのはつまらない！�やって見せて驚かせよう！！�
親切な指導の下、簡単にマスターできます！！
■日時／5月14日㈯、28日㈯、6月4日㈯、11日㈯
　　　　午前10時～午後0時30分
■講師／有元　征夫�さん
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／1,500円（全4回）
■申込開始日／5月2日㈪

5月思い出作り教室 ～元気に友だちと遊ぼう～
「あいさつ・はきものはくつ箱に・遊んだ後は片付けて」
一人ひとりが守って楽しい思い出を作りましょう！
■日時／5月2日㈪～30日㈪　午後4時～5時
※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

ゆかた着付け体験講座
初心者も、手伝ってもらっている人も、今年の夏は着く
ずれのないゆかた姿で出かけませんか。
■日時／5月26日㈭　午前10時～正午
■講師／西原��富美子�さん
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／無料　　■申込開始日／5月2日㈪

●各公民館

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
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●赤磐市の人口 （平成28年4月1日現在）

人 　 口 44,590 人 （ －136 ）
男 　 性 21,345 人 （ － 59 ）
女 　 性 23,245 人 （ － 77 ）
世 帯 数 17,893 世帯 （ + 7 ）

※（　）は3月1日との差

●平成28年3月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成28年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（1）
0

（2）
0

（1）
2

（4）
2

（8）
2

（20）
62

（172）
17

（47）
11

（42）
92

（281）
東出
張所

0

（0）
0

（0）
0

（0）
1

（1）
1

（1）
1

（8）
27

（69）
4

（15）
5

（14）
37

（106）

北出
張所

0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（6）
14

（43）
3

（13）
3

（4）
20

（66）

計 0
（1）

0
（2）

0
（1）

3
（5）

3
（9）

3
（34）

103
（284）

24
（75）

19
（60）

149
（453）

●平成28年3月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
28年3月中 109 13 0 1 15 96 
27年3月中 78 16 0 2 22 62 
増        減 31 -3 0 -1 -7 34 
28年3月末 294 53 0 5 53 241 
27年3月末 238 57 1 11 72 181 
増        減 56 -4 -1 -6 -19 60 

●今月の交通標語 「 運転中  スマホ握らず  ハンドルを 」

あなたの思いやり
それが みんなを
しあわせにする

今月の人権啓発標語

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０−１
い い わ

１８−
聞いて

３
み よ う よ

８４

あかいわ健康・急病
相談ダイヤル

■相談例
・病院に行くか、様子を見るか悩んでいる。
・夜間や休日の医療機関を教えてほしい。
■ 経験豊富な相談スタッフが健康に関する相談に、
　24時間年中無休で、きめ細かくアドバイスします。
※�プライバシーは厳守されるシステムになっています
ので、安心してご相談ください。
※�携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通
知設定の電話、公衆電話からの相談は受ける
ことができませんのでご注意ください。

■この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課�☎955-1117

●5月の税を期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 1  期
軽 自 動 車 税 全 期

※期限は5月31日まで

●5月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

1日㈰ マスカット整形外科 ☎086-229-2611

長島病院 ☎086-952-1355

3日㈫ ふよう内科クリニック ☎955-7110

あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

4日㈬ 景山医院 ☎995-2299

間阪内科 ☎086-952-1717

5日㈭ 山陽クリニック ☎955-7111

山本クリニック ☎955-8868

8日㈰ 森クリニック ☎954-4747

佐伯北診療所 ☎954-2032

15日㈰ 吉井医院 ☎955-5515

22日㈰ あかいわファミリークリニック ☎955-9251

石原医院 ☎086-952-0162

29日㈰ ひらた整形外科 ☎956-0700

粟井内科医院 ☎086-953-0617

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については4月8日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
　＜問い合わせ先＞ 本庁健康増進課 ☎955-1117

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

5月13日㈮
13:00～16:00

桜が丘いきいき交流センター
講座室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
佐藤　演甫

5月18日㈬
10:00～15:00

吉井会館2階
視聴覚資料室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

5月11日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

5月18日㈬
13:00～15:00

吉井会館2階
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

相談ダイヤルを利用した皆さんの感想をぜひお聞かせください。
本庁総合案内、山陽保健センターおよび各支所健康福祉課の窓口
に用紙を置いています。ご協力をお願いします。

広報あかいわ（平成28年5月号）18



赤磐市広域路線バス・宇野バス複合時刻表
＜ 平　日 ＞

林野駅方面行（湯郷・仁堀方面）
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な
バ
ス
停運

行
事
業
者

経

由

地

表
町
バ
ス
セ
ン
タ
ー

①

の

り

ば

岡

山

駅

⑫

の

り

ば

法ほ

う

か

い

い

ん

界

院

三
み

の

野

牟む

さ

し

も

佐

下

新し

ん

ど

う

ほ

さ

き

道

穂

崎

下し

も

い

ち市

町ま

ち

か

ん

だ

苅

田

坂さ

か

な

べ辺

仁
に

ぼ

り
堀

周す

さ

い

か

み

匝

上

福ふ

く

も

と本

湯ゆ
の
ご
う郷

温
泉
下

林は

や

し

の

え

き

野

駅

宇野バス = = = = = = = (仁堀発) 7:19 7:33 7:39 7:54 8:02

広域路線バス 下市
新道河本

林野方面は宇野バスから
乗り換えてください。 (新道穂崎発) 7:55 8:03 8:11 8:17 8:23 8:40 8:45 9:00 9:08

広域路線バス 下市
新道河本

林野方面は宇野バスから
乗り換えてください。 (新道穂崎発) 11:51 11:58 12:06 12:14 12:21 12:38 12:44 12:56 13:04

宇 野 バ ス 下市
新道河本 14:20 14:27 14:36 14:40 14:50 14:58 15:05 15:15 15:24 15:31 15:46 15:52 16:05 16:13

広域路線バス 下市
新道河本

林野方面は宇野バスから
乗り換えてください。 (新道穂崎発) 15:57 16:04 16:12 16:21 16:29 16:46 16:52 17:04 17:11

宇 野 バ ス 下市
新道河本 16:20 16:27 16:38 16:42 16:52 17:00 17:08 17:16 17:25 17:33 17:50 17:56 18:08 18:15

宇 野 バ ス 下市
新道河本 17:30 17:37 17:49 17:53 18:03 18:11 18:17 18:25 18:34 18:42 18:58 (周匝止※) =

広域路線バス 下市
新道河本

林野方面は宇野バスから
乗り換えてください。 (新道穂崎発) 19:10 19:16 19:23 19:32 19:40 19:55 (周匝上止) =

※周匝止めになりますので、ご注意ください。

林野駅発（下市・岡山駅方面行）
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な
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宇野バス 下市
新道河本 6:00 6:06 6:18 6:24 6:41 6:48 6:57 7:07 7:14 7:23 7:37 7:42 7:59 8:02

広域路線バス 下市
新道河本 = (周匝上発) 6:51 7:09 7:17 7:26 7:35 7:42 (新道穂崎止) 岡山方面は宇野バスに乗り換えてください。

宇 野 バ ス 下市
新道河本 8:34 8:42 8:54 9:00 9:17 9:25 9:34 9:43 9:50 9:57 10:07 10:09 10:20 10:24

広域路線バス 下市
新道河本 9:48 9:55 10:07 10:12 10:30 10:38 10:47 10:56 11:03 (新道穂崎止) 岡山方面は宇野バスに乗り換えてください。

広域路線バス 下市
新道河本 14:05 14:12 14:24 14:29 14:47 14:55 15:04 15:12 15:19 (新道穂崎止)

岡山方面は宇野バスに
乗り換えてください。

広域路線バス 下市
新道河本 17:30 17:38 17:50 17:55 18:13 18:21 18:30 18:39 18:45 (新道穂崎止)

岡山方面は宇野バスに
乗り換えてください。

宇 野 バ ス 湯郷温泉 18:40 18:47 18:59 19:04 19:22 (仁堀止) = = = = = = =



赤磐市広域路線バス運行経路図

林野駅
林野バスセンター

湯郷温泉下畑沖

下倉敷

樫村

尾原
尾谷

福本

天神
奥

周匝上

山方口

福田住宅

稲蒔
高田

佐伯北
塩木下

仁堀上

仁堀

合田上

合田

坂辺上
坂辺

多賀上

軽部上
軽部下

赤坂中学校前
町苅田

窪田

五日市下

正崎下
下市

新道山陽マルナカ前
新道立川口

新道穂崎
至岡山

菊ヶ峠

乗車定員28人（座席18、立席10）

※おもな停留所を記載しています。停留所は、宇野バス停留所と同じです。



林野駅
湯郷温泉下 150

福　本 250 300
周匝上 150 300 350

佐伯北 200 250 350 400
仁　堀 200 300 350 450 500

坂　辺 200 250 350 400 500 550
町苅田 200 250 350 450 450 600 650

下　市 200 250 350 400 500 550 650 700
新道穂崎 200 250 350 400 450 550 600 700 750

※主要なバス停の区間料金（単位 : 円）

赤磐市広域路線バス(赤磐・美作線)
平成28年4月1日現在

　下市・新道穂崎 ⇔ 湯郷温泉・林野駅︵町苅田・坂辺・仁堀・佐伯北・周匝・福本経由︶
　赤磐市広域路線バス︵赤磐・美作線︶は、赤磐市、美作市、美咲町の2市1町で運行
しています。多くの皆様にご利用いただきますようお願いいたします。

①運行区間
　赤磐市・美作市・美咲町︵新道穂崎～林野駅︶
　※停留所は宇野バス停留所設置場所
②運行日　全日
③運行ダイヤ　裏面時刻表のとおり
④運行料金
　区間料金制（150円～750円）

ただし、小学生 ： 半額︵10円未満切り上げ︶、乳幼児 ： 無料
障害者等と付添者︵１人まで︶ ： 半額︵10円未満切り上げ︶手帳等を提示ください。
※回数乗車券︵10枚の料金で11枚つづり︶を市役所・支所で販売しています。
※宇野バスHareca︵ハレカ︶は使用できません。
※宇野バスの定期券をお持ちの方は、定期券の利用区間が無料になります。
乗務員に提示してください。

⑤問い合わせ先
　運 行 担 当 部 署 ： 赤磐市秘書企画課 ☎086-955-1111㈹
　運行受託事業者 ： エスアールティー㈱ ☎086-294-1011

※取りはずして、ご利用ください。



赤磐市広域路線バス・宇野バス複合時刻表
＜ 土曜休日 ＞

林野駅方面行（湯郷・仁堀方面）
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宇野バス ★4月1日より減便 ただし県立林野高校の行事日のみ運行。
運行日は宇野バスにお問い合わせください。 （仁堀発） 7:19 7:33 7:39 7:54 8:02

広域路線バス 下市
新道河本

林野方面は宇野バスから
乗り換えてください。 (新道穂崎発) 7:55 8:03 8:11 8:17 8:23 8:40 8:45 9:00 9:08

広域路線バス 下市
新道河本

林野方面は宇野バスから
乗り換えてください。 (新道穂崎発) 11:51 11:58 12:06 12:14 12:21 12:38 12:44 12:56 13:04

宇 野 バ ス 下市
新道河本 14:20 14:27 14:36 14:40 14:50 14:57 15:03 15:10 15:17 15:24 15:41 15:47 15:59 16:07

広域路線バス 下市
新道河本

林野方面は宇野バスから
乗り換えてください。 (新道穂崎発) 15:57 16:04 16:12 16:21 16:29 16:46 16:52 17:04 17:11

宇 野 バ ス 下市
新道河本 16:20 16:27 16:36 16:40 16:50 16:57 17:03 17:11 17:20 17:28 17:45 17:51 18:03 18:10

宇 野 バ ス 下市
新道河本 17:30 17:37 17:49 17:53 18:03 18:10 18:17 18:25 18:34 18:42 18:58 （周匝止※） ＝

広域路線バス 下市
新道河本

林野方面は宇野バスから
乗り換えてください。 (新道穂崎発) 19:10 19:16 19:23 19:32 19:40 19:55 （周匝上止） ＝

※周匝止めになりますので、ご注意ください。

林野駅発（下市・岡山駅方面行）
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宇野バス 下市
新道河本 6:31 6:37 6:49 6:55 7:12 7:20 7:29 7:37 7:42 7:47 7:57 7:59 8:08 8:13

宇 野 バ ス 下市
新道河本 8:34 8:42 8:54 9:00 9:17 9:25 9:34 9:43 9:48 9:54 10:04 10:06 10:16 10:22

広域路線バス 下市
新道河本 9:48 9:55 10:07 10:12 10:30 10:38 10:47 10:56 11:03 (新道穂崎止) 岡山方面は宇野バスに乗り換えてください。

広域路線バス 下市
新道河本 14:05 14:12 14:24 14:29 14:47 14:55 15:04 15:12 15:19 (新道穂崎止)

岡山方面は宇野バスに
乗り換えてください。

広域路線バス 下市
新道河本 17:30 17:38 17:50 17:55 18:13 18:21 18:30 18:39 18:45 (新道穂崎止)

岡山方面は宇野バスに
乗り換えてください。

宇 野 バ ス 18:40 18:47 18:59 19:04 19:22 （仁堀止） ★4月1日より減便 ただし県立林野高校の行事日のみ運行。
運行日は宇野バスにお問い合わせください。

※主な停留所の時刻です。停留所は、宇野バス停留所と同じです。
　年末・年始等臨時ダイヤで運行することがあります。詳しくは、赤磐市ホームページ（http://www.city.akaiwa.lg.jp/）を
ご覧ください。

赤磐市広域路線バス　運行担当部署：赤磐市秘書企画課　　　086-955-1111㈹
　　　　　　　　　　運行受託事業者：エスアールティー㈱　086-294-1011　
宇野バス　　　　　　宇野自動車㈱　　　　　　　　　　　　086-225-3311　



●5月の健診・定期救急講習など
1 日

2 月 ㊡山陽郷土資料館

3 火 ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

4 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

5 木 ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

6 金

7 土 ㊡桜が丘出張所

8 日

9 月 ㊡山陽郷土資料館

10 火 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

12 木

13 金 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター）�受付12:45～13:15

★犯罪ゼロの日

14 土 ㊡桜が丘出張所

15 日  

16 月 ㊡山陽郷土資料館

17 火

18 水 ⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター）�受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

19 木

20 金 ⃝育児相談（山陽保健センター）�受付9:45～10:30 
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 土 ㊡桜が丘出張所

22 日 ⃝定期救急講習会（赤磐市消防署東出張所会議室）�9:00～12:00

23 月 ㊡山陽郷土資料館

24 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター）�受付12:45～13:15

25 水
㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

★交通安全日

26 木

27 金

28 土 ㊡桜が丘出張所

29 日

30 月
㊡山陽郷土資料館

★交通事故・交通違反ゼロの日

31 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター）�受付12:45～13:15

情
報
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ー
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●5月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル 屋 内 プ ー ル
10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

10:00

▼
12:00

14:00

▼
16:00

18:30

▼
20:30

1 日 ○ ○ ○
2 月 休館日
3 火 ○ ○ ○
4 水 ○ ○ ○
5 木 ○ ○ ○
6 金 休館日
7 土 ○ ○ ○ ○
8 日 ○ ○ ○
9 月 休館日

10 火 ○ ○ ○ ○
11 水 ○ ○ ○ ○
12 木 ○ ○ ○ ○
13 金 ○ ○ ○ ○
14 土 ○ ○ ○ ○
15 日 ○ ○ ○
16 月 休館日
17 火 ○ ○ ○ ○
18 水 ○ ○ ○ ○
19 木 ○ ○ ○ ○
20 金 ○ ○ ○ ○
21 土 ○ ○ ○ ○
22 日 ○ ○ ○
23 月 休館日
24 火 ○ ○ ○ ○
25 水 ※ ※ ※ ※
26 木 ○ ○ ○ ○
27 金 ○ ○ ○ ○
28 土 ○ ○ ○ ○
29 日 ○ ○ ○
30 月 休館日
31 火 ○ ○ ○ ○
○屋内プール一般開放
※5月25日㈬はチャレンジデー! 無料開放します。

ライフ・カレンダー
LIFE CALENDAR

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園�（☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日�午後5時）
　［プール］�高校生以上400円、中学生以下200円
※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳、療育手帳
または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人は
利用料が半額になります。受付へ証明書を提示し
てください。

　［トレーニングルーム］�300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日�午後5時）
　［プール］�高校生以上200円、中学生以下100円
　［トレーニングルーム］�200円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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旧　　　職 氏　名

議会事務局　事務局長　 富山　義昭

総務部　部長 馬場　広行

総務部付　参与 岡本　衛典

財務部　部長　 近藤　常彦

熊山支所　支所長　兼
市民生活部　参与（環境施設担当） 田中　富夫

消防本部　消防長 木庭　正宏

総務部　くらし安全課　課長 歳森　正年

赤坂支所　健康福祉課　課長　 長田　忠芳

熊山支所　市民生活課　課長　 藤原　利一

赤坂支所　市民生活課　副参事　兼
総合政策部　まち・ひと・しごと創生課　副参事 楢原　　修

教育委員会　学校教育課　副参事〈県に帰任〉 岸根　昌昭

教育委員会　中央公民館　副参事　 西崎真利子

総合政策部　まち・ひと・しごと創生課　主幹
〈県に帰任〉 中原　孔明

●退職・退任者
旧　　　職 氏　名

総務部　総務課付　主幹　 長島　信夫

消防署　東出張所　主査　 額田　文人

保健福祉部　熊山診療所　薬局長　 幾田　　実

保健福祉部　仁美保育園　保育士　 村上　佳穂

市民生活部　環境課
赤磐市環境センター　技術副所長 岡本　範章

総合政策部　秘書企画課　主任技術員　 逢坂　文男

市民生活部　環境課
赤磐市環境センター　主任技術員 国柴　俊毅

赤坂支所　産業建設課　主事〈再任用〉 森　　　章

吉井支所　健康福祉課　主事〈再任用〉 藤原　輝之

保健福祉部　周匝保育園　保育士〈再任用〉 松本　　緑

教育委員会　中央図書館　主事〈再任用〉 湯本　篤志

消防本部　警防課　消防士長〈再任用〉 平尾　　彰

職　　　名 氏　名
総合政策部　秘書企画課　参事
〈岡山県警察本部割愛職員〉 内田　年也

教育委員会　学校教育課　副参事
〈岡山県から派遣〉 家森　康彰

総合政策部　秘書企画課　主事補 楠戸　衣莉

総務部　総務課　主事補 中島　亜美

総務部　総務課　主事補 宗髙　拓海

保健福祉部　子育て支援課　主事補 落合　志織

産業振興部　農林課　主事補 吉鶴　直斗

建設事業部　建設課　主事補 眞木　悠太

保健福祉部　健康増進課　保健師　 西谷　紀子

保健福祉部　健康増進課　保健師　 岡田佳穂里

教育委員会　吉井学校給食センター　主任調理員　 植月　文子

●新規採用
職　　　名 氏　名

消防本部　消防総務課　消防士 下田　圭介

消防本部　消防総務課　消防士 鈴木　修平

消防本部　消防総務課　消防士 新谷　翔太

総務部　くらし安全課　主事〈再任用〉 木庭　正宏

財務部　税務課　主事〈再任用〉 藤原　利一

市民生活部　環境課
赤磐市環境センター　技術員〈再任用〉 岡本　範章

市民生活部　環境課
赤磐市環境センター　技術員〈再任用〉 国柴　俊毅

保健福祉部　社会福祉課　主事〈再任用〉 長田　忠芳

赤坂支所　市民生活課　主事〈再任用〉 近藤　常彦

教育委員会　中央図書館　主事〈再任用〉 富山　義昭
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市役所の

●4月  部長・課長・園長級異動 （ ■は部長級 ）
部　名 課　名 職　　　名 氏　名 前　　職

総合政策部
参与 徳光　哲也 総合政策部　参与　兼

秘書企画課　課長事務取扱　

秘書企画課 課長 杉原　　泉 市民生活部　市民課　副参事　兼
総合政策部　まち・ひと・しごと創生課　副参事

総 務 部
部長 前田　正之

教育委員会　社会教育課　課長　兼
スポーツ振興課　課長　兼
青少年育成センター　所長　兼
郷土資料館　館長

総 務 課 課長 原田　光治 産業振興部　商工観光課　副参事
くらし安全課 課長 中川　裕敏 建設事業部　建設課　課長

財 務 部
部長 直原　　平 会計管理者　

管 財 課 課長 小坂　憲広 総合政策部　秘書企画課　副参事　
市民生活部 協働推進課 課長 塩見　　誠 建設事業部　都市計画課　課長
保健福祉部 介護保険課付　参事　赤磐市社会福祉協議会へ派遣 光田　尚人 財務部　管財課　副参事

産業振興部
部長 有馬　唯常 吉井支所　産業建設課　課長

商工観光課 課長　兼
産業会館　館長 是松　　誠 熊山支所　産業建設課　課長

建設事業部

都市計画課 課長 杉原　洋二 保健福祉部　社会福祉課　副参事
建 設 課 課長 石井　　徹 建設事業部　上下水道課　副参事

参事　兼
財務部　管財課　参事 溝口　　誠 財務部　管財課　参事

会　　　　　計　　　　　課
会計管理者 栗原　雅之 会計課　課長
課長 青井　陽子 市民生活部　協働推進課　課長

赤 坂 支 所 健康福祉課 課長 中永　光一 総務部　総務課付　参事
岡山県後期高齢者医療広域連合へ派遣

熊 山 支 所

支所長　兼
市民生活部　参与（環境施設担当） 入矢五和夫 総務部　総務課　課長

市民生活課 課長 稲生真由美 建設事業部　上下水道課　副参事　

産業建設課 課長 矢部　恭英 産業振興部　商工観光課　課長　兼
産業会館　館長　

吉 井 支 所 産業建設課 課長 平井　直人 教育委員会　吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター　所長
（課長補佐級）　

議　　会　　事　　務　　局 事務局長 奥田　吉男 産業振興部　部長

教育委員会

社会教育課　課長　兼
スポーツ振興課　課長　兼
青少年育成センター　所長　兼
郷土資料館　館長

土井　道夫 教育委員会　中央公民館　館長　

中央公民館　館長 高橋　浩一 財務部　管財課　課長
山陽西幼稚園　園長 安東　和美 教育委員会　山陽北幼稚園　園長　
山陽北幼稚園　園長 小野　美樹 教育委員会　いわなし幼稚園　園長　
いわなし幼稚園　園長 岡﨑　泰子 教育委員会　山陽西幼稚園　園長　

消 防 本 部

消防長 黒沢　仁志
消防本部　次長　兼
警防課　課長事務取扱　兼
通信指令室　室長事務取扱

次長　兼
警防課　課長事務取扱　兼
通信指令室　室長事務取扱

小竹森美宏 消防本部　消防総務課　課長

消防総務課 課長 井元　官史 消防本部　消防総務課　課長補佐　兼
総務係長事務取扱　

人事異動

広報あかいわ（平成28年5月号）21



市職員給与・定員管理  の状況 市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決
算書において公表していますが､市民の皆さんに､より一層のご
理解をいただくため､その状況についてお知らせします。

④特殊勤務手当（平成27年4月1日現在）
区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成26年度） 23.0㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（平成26年度決算） 125千円

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ごみ処理手当 ごみ処理作業従事職員 ごみの処理業務

放射線業務手当 診療放射線技師 放射線を照射する業務

医師業務手当 医　　師 医師の業務

検査業務手当 臨床検査技師 検査の業務

夜間看護業務手当 看護師・准看護師 深夜の看護などの業務

訪問看護ステーション
業務手当

訪問看護ステーション
勤務職員

自宅などで
待機する場合

出動手当 消防職員 救急救助、火災など
への出動業務

夜間通信勤務手当 消防職員 夜間の通信業務

高所作業手当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤その他（平成27年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 13,000円

配偶者以外の
扶養者

6,500円（配偶者がな
い場合、うち1人につ
いては月額11,000円）

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

1人につき
月額5,000円加算

住居手当
借家（月額12,000円を超える家賃を支払っ
ている場合、家賃の月額により）支給限度
額月額27,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度額 55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
（月額2,400円～31,600円）

9） 特別職の報酬などの状況（平成27年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給  

料

市　長 890,000円 1.425
月分

1.525
月分

2.95
月分副市長 700,000円

報  
酬

議　長 455,000円
1.6

月分
1.75月

分
3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を、議長､副
　議長､議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡

10） 定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由平成
27年

平成
26年

一
　
般
　
行
　
政

議　会 5 5

総　務 91 90 1 再任用短時間勤務職員の
任期満了に伴い職員配置

税　務 19 19
民　生 59 60 △1 退職者不補充

衛　生 50 53 △3 欠員不補充、事務の統廃合縮小、
再任用短時間勤務職員の配置

労　働
農　水 24 22 2 業務増加
商　工 11 9 2 他団体への派遣に伴う職員増
土　木 21 22 △1 事務の統廃合縮小
小　計 280 280

教　　　育 100 105 △5 事務の統廃合縮小、再任用
短時間勤務職員の配置など

消　　　防 81 81

公
営
企
業
等

病　院 27 31 △4 事務の統廃合縮小、退職
者不補充

水　道 8 8
下水道 8 8
その他 28 28
小　計 71 75 △4

合　　　計 532 541 △9
※職員とは､一般職の職員をいい休職者･派遣職員を含み臨時･非常
　勤職員を除きます。
※職種等の計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。
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市職員給与・定員管理  の状況
7） 一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成27年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 16人 29人 78人 49人

構成比 6.1㌫ 11.0㌫ 29.7㌫ 18.6㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 40人 33人 18人 263人

構成比 15.2㌫ 12.5㌫ 6.8㌫ 100.0㌫

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと合計が一致しない場合があります。

8） 職員手当
①期末･勤勉手当（平成27年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.750月分

12月期 1.375月分 0.850月分

計 2.60月分 1.60月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の数値です。

②時間外勤務手当（平成26年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 76,197千円

職員１人当たり平均支給年額 227千円

③退職手当（平成27年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 20.445月分 25.5563月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

１人当たり平均支給額（平成26年度） 16,630千円

1） 人件費の状況（平成26年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
平成25年度の
人件費率

（平成27年1月1日）

44,827人
千円

18,630,754
千円

3,921,790 21.1㌫ 17.2㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料などが含まれています。

2） 職員給与費の状況（平成26年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

465人 千円
1,703,962

千円

267,164
千円

640,963
千円

2,612,089
千円

5,617
※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3） 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成27年4月1日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 328,500円 41.1歳

国 334,283円 43.5歳

4） 職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）
区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 176,700円 176,700円

高校卒 144,600円 144,600円
※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の額です。

5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成27年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 241,475円 295,480円 340,750円

高校卒 − − −

6） 一般行政職の給与水準の状況

ラスパイレス指数 95.9
（平成27年4月1日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
　公務員の給与水準を示す指数です。
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　支所における夜間の業務は年々減少しており、業務の効率
化と経費の削減を目的として、６月30日㈭をもって、宿直業務を
廃止することとなりました。
　支所宿直業務廃止に伴い、午後５時15分から翌日の午前
８時30分までの支所へのお問い合わせや戸籍の届出などに
ついては、７月１日から本庁での対応となります。
　なお、休日の日直業務については従来どおり行います。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■問い合わせ先
　・�本庁総務課　☎955-4782

　市では、男女共同参画の推進に関する施策について、市
民の皆さんからのご意見を幅広く反映させるため、赤磐市
男女共同参画推進審議会の委員を募集します。男女共同
参画社会の実現に向けて、一緒に取り組める人をお待ちし
ています。
　今回の募集は、現委員の任期が６月30日で満了すること
に伴うものです。
■募集人員　３人以内
■任期　平成28年７月１日～平成30年６月30日
■応募資格
　市内在住・在勤・在学の20歳以上（平成28年４月１日現
在）の人で、男女共同参画に関心と見識を持ち、継続して平
日に開催する会議に出席できる人
■応募方法
　本庁協働推進課または各支所市民生活課に備え付けの
応募申込書に必要事項を記入し、「私が考える男女共同参
画」についての作文（800字以内、様式は自由）を添付して
提出してください（郵送可）。
※�応募申込書および作文原稿用紙は、市ホームページから
もダウンロードすることができます。

■応募期限　５月31日㈫必着
※選考結果は、各個人あてに通知します。
■問い合わせ・申し込み先
　・本庁協働推進課　☎955-1114

　買い物支援と併せて、高齢者の見守り・話し相手・困りごと
相談などを行う事業をはじめます。
■対象地域
　①熊山地域・周辺地域
　②吉井地域・周辺地域
■対象者
　・�対象地域にお住まいの満65歳以上の人のみで構成され

る世帯の人で、赤磐市内に住所がありかつ住んでいる人
　・�市が発行する利用対象者証明書の交付を受けた人
■申請　随時、受け付けています。
　・�利用する事業者（小野田ふれあい市場・まちづくり夢百

笑）または熊山支所健康福祉課、吉井支所健康福祉
課、仁堀出張所、本庁社会福祉課に申請書を提出して
ください。

■利用方法などの問い合わせ先
　①熊山地域・周辺地域
　　小野田ふれあい市場　☎090-7133-4452
　　殿谷167-1（JA岡山東小野田支店跡の店舗）
　②吉井地域・周辺地域
　　まちづくり夢 百 笑　☎958-9008
　　仁堀中1684-1（JA岡山東仁美支店跡の店舗）
■申請方法など事業についての問い合わせ先
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374
　・仁 堀 出 張 所　☎958-2101
　・本 庁 社 会 福 祉 課　☎955-1115

　市内にある空き家を有効活用し、本市への移住・定住を
促進することで地域の活性化を図るため、空き家情報バンク
制度を実施しています。
　この制度は、市が空き家に関する情報を集め、（一社）岡
山県宅地建物取引業協会・（一社）岡山県不動産協会を通
じて、空き家を探している人に、広くその情報を提供する制
度です。
　住宅を長く放置して住めなくなってしまう前に、空き家をお
持ちの人はぜひこの制度による登録をお待ちしています。
■問い合わせ先
・本庁まち・ひと・しごと創生課　☎955-1220

赤磐市高齢者買い物支援見守り事業

赤磐市男女共同参画推進審議会の
委員を募集します

空き家を募集しています

7月1日㈮から支所宿直業務を廃止します
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　新規就農者を対象とした補助金取組者を募集します。
■内容　施設の新増築・農業用機械の導入への補助
　　　　補助率1/2、上限100万円
■対象

・ 市内在住で、市内に営農の拠点がある専業の新規
就農者

・ 就農時の年齢が45歳未満で、就農から5年以内の人
・ 青年就農給付金など他の補助金をもらっていない人

　その他にも細かい条件があります。詳しいことはお問い合
わせください。
■申込期限　５月31日㈫
■問い合わせ・申し込み先
　・本庁農林課　☎955-6174

　市は、２月19日に一般社団法人日本福祉用具供給協会と
の間で「災害時における福祉用具等物資の供給等協力に
関する協定」を締結しました。
　これは、災害が発生した場合、要配慮者と呼ばれる高齢
者や障害者などの避難生活を支援するために避難所や福
祉避難所で介護・福祉用具が不足した場合に優先的に供
給を受けるもので、同協会は市の要請により必要とされる介
護ベッドや車椅子などの介護・福祉用具などを専門相談員
のアドバイスにより供給するという内容です。この協定により
災害時には、介護・福祉用具の円滑な供給が行えるようにな
ります。
　県内の自治体としては初めての協定です。
■問い合わせ先
　・本庁くらし安全課　☎955-2650

災害時における協定を締結しました

新規就農者を対象にした市の補助金

市政情報
MUNICIPAL GOVERNMENT

　戦後70周年に当たり、今日のわが国の平和と繁栄の礎と
なった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改め
て弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金
（記名国債）を支給するものです。
■支給対象者
　平成27年４月１日において「恩給法による公務扶助料」や
「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを
受ける人がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族
おひとりに支給。
　戦没者等の死亡当時のご遺族で

1. 平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援
護法による弔慰金の受給権を取得した人

2. 戦没者等の子
3. 戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦没

者等の死亡当時、生計関係を有していることなど
の条件で順番が入れ替わります）

4. 上記1から3以外の戦没者等の三親等以内の親族
（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計
関係を有していた人に限ります）

■支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債
■請求期間　平成30年4月2日まで
※�請求書は請求窓口に備え付けています。添付書類は支
給対象者によって異なりますのでお問い合わせください。

■問い合わせ・請求先
　・本 庁 社 会 福 祉 課　☎955-1115
　・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

　市では、市の持続的な振興と発展を図るため、目指すべ
き方向性と施策を明らかにした「第２次赤磐市総合計画」と、
人口減少問題に対して今後５年間で重点的に取り組む施策
をまとめた「赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し
ました。
　この度、総合計画と総合戦略の内容を解りやすくまとめた
概要版冊子を作成しました。今月号の広報あかいわと一緒
に配布しますのでご覧ください。
　また、総合計画と総合戦略の本篇は、市ホームページに
掲載していますのでご覧ください。
■問い合わせ先
　・本庁まち・ひと・しごと創生課　☎955-1220

戦没者等のご遺族の皆さんへ
第十回特別弔慰金が支給されます

「第2次赤磐市総合計画」と「赤磐市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」の概要版ができました
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　身体･精神に障害のある人が通学･通院･通所･生業のた
めに使用する軽自動車については、その障害の等級により
軽自動車税が減免されます（ただし、自動車税を減免されて
いる人は軽自動車税の減免を申請することはできません）。
　該当者は、納税通知書到着後、担当課で手続きを行って
ください。
■減免対象者
　・�軽自動車を所有する人で身体障害者手帳または精神

障害者保健福祉手帳などを持っている人（等級によっ
ては該当にならないこともあります）

　・�身体障害者などと生計を一にしている人で軽自動車を
常時介護に使用している人（ただし、車の所有者は原
則身体障害者など本人）　

■申請期限　５月31日㈫　※納期限
■申請に必要なもの

・平成28年度軽自動車税納税通知書
・印鑑
・運転免許証
・身体障害者手帳または精神障害者手帳など
・車検証（車検がある車）

　平成27年度に軽自動車税の減免を受けている人で、車
の変更が無い場合は申請不要です。車を変更された人は、
変更後の車で申請が必要です。
　そのほかご不明な点はおたずねください。
■問い合わせ・申請先
　・本庁税務課市民税班　☎955-0951
　・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183

　給水装置工事や排水設備工事を行う業者として、市の指
定を受けようとする事業者の指定申請（給水装置は新規、排
水設備は新規と更新）を下記のとおり受け付けます。
■受付期間　６月１日㈬～30日㈭
■問い合わせ・申請先
　・本庁上下水道課　☎955-2942

　漏水箇所により水道料金が減免にならない場合でも、下
水管に排除されなかった場合など、状況によっては、下水道
使用料のみ減免できるようになりましたのでご相談ください。
■問い合わせ先
　・本庁上下水道課　☎955-2942

　岡山県では、地域で青少年やその保護者が悩みや不安
を相談できるよう、青少年健全育成活動に熱意を持って取
り組まれている人を、青少年相談員として登録しています。
　非行やいじめ、友人関係の悩みなど、青少年に関するさ
まざまな相談に応じます。相談内容については、秘密厳守し
ますので、安心してご相談ください。
　また、身近な青少年の善行を称える「わかば賞」の顕彰を
行います。青少年の善行を見かけたときは、ご連絡ください。
■青少年相談員
＜山陽地域＞
　・山陽小学校区／内山　孝子　☎955-2688
　・山陽西小学校区／佐々木政人　☎955-1780
　・山陽東小学校区／畑　　啓允　☎955-4292
　・山陽北小学校区／齊藤　　歩　☎955-2442
＜赤坂地域＞
　・石相小学校区／幡山　寛念　☎957-2528
　・軽部小学校区／野田　恵子　☎957-3647
　・笹岡小学校区／松田　　眞　☎957-4348
＜熊山地域＞
　・豊田小学校区／嘉数　健二　☎995-0138（勤務先）
　・磐梨小学校区／實盛さよ子　☎995-1123
　・桜が丘小学校区／矢吹　　保　☎995-1285
＜吉井地域＞
　・城南小学校区／平尾　妙子　☎954-0772
　・仁美小学校区／牧野　睦美　☎958-2380
■問い合わせ先
　・教育委員会社会教育課　☎955-0783

市指定給水装置工事事業者と
下水道排水設備工事店の指定申請

下水道使用料の漏水による減免について

岡山県青少年相談員へご相談ください

平成28年度軽自動車税減免申請
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　平成21年３月31日以降に解雇などで離職した場合、65歳
未満の国保加入者については国民健康保険税が軽減され
ます。該当する人は届け出が必要です。
■軽減の要件
　・倒産、解雇など事業主都合により離職した人
　・雇用期間満了などにより離職した人
　※�雇用保険受給資格者証の「離職理由」欄の数字が

11,12,21,22,23,31,32,33,34のいずれかの場合は要件
にあてはまります。

■軽減の内容
　・�国民健康保険税を算定するときに給与所得を本来の

額の30％として計算し、負担を軽減します。
　・�高額療養費などの所得区分判定をするときにも給与所

得を本来の額の30％として算定します。
　※�ただし、給与所得以外の所得は軽減されません。また、

同じ世帯のほかの国保加入者の所得は通常の額とし
て計算します。

■軽減期間
　・離職した翌日の月から翌年度末まで
■必要書類など
　・雇用保険受給資格者証
　・印鑑
■問い合わせ先・申し込み先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183

　交通事故などの第三者の行為によって、けがや病気に
なった場合でも、国民健康保険証で診療を受けることができ
ます。ただし、その場合は「第三者行為による傷病届」の届
け出と事故証明の添付が必要です。
　医療費は、加害者が全額負担するのが原則のため、あと
で国民健康保険が負担した医療費を加害者に請求するこ
とになります。
■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183

　風しんの感染による出生児の先天性風しん症候群の発病
を予防するために、妊娠を希望している人に対して、「風しん
ワクチン」または「麻しん風しん混合ワクチン」の予防接種に
係る費用を助成します。
■対象者

① 風しんワクチン予防接種を受けた人（平成28年4

月1日以降の接種が対象となります）
② 予防接種を受けた日および申請する日に赤磐市に

住所を有している人
③ 接種費用の支払が完了している人
④ 風しん抗体検査の結果が陰性または低抗体価（ＨＩ

抗体価32倍など）の人

　以上の①～④の条件に当てはまり、なおかつ以下のⒶ～
Ⓒのいずれかに該当する人

Ⓐ 妊娠を希望していて、接種を受けた年度の3月31日
に満16歳以上50歳未満である女性

Ⓑ 妊娠を希望しており、接種を受けた年度の3月31日
に満16歳以上50歳未満である女性の配偶者など

Ⓒ 妊娠している女性の配偶者など

■申請に必要なもの
　○�申請書（問い合わせ先の窓口に用意しています。また

市ホームページからダウンロードできます）
　○領収書
　・�風しんワクチンまたは麻しん風しん混合ワクチンの接

種費用であると分かるもの
　・被接種者氏名が記載されているもの
　・接種日および領収日が記載されているもの
　○風しん抗体検査の結果が確認できる書類
■助成金の額
　・風しんワクチン予防接種…4,000円
　・麻しん風しん混合ワクチン予防接種…7,000円
　※�接種費用が助成金の額より少ない場合は、接種費用の額
■助成回数　１人につき１回
■注意していただきたいこと
　・�妊娠中の女性は風しん予防接種を受けられません。ま

た風しん予防接種後２カ月は妊娠を避けてください。
　・�この助成に該当する風しん予防接種は予防接種法に基づく定期の予防

接種に該当しないため、万が一健康被害が起こった場合の補償は、独立
行政法人医薬品医療機器総合機構に請求していただくことになります。

■問い合わせ先
　・�本 庁 健 康 増 進 課　☎955-1117
　・�赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・�熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

ご存じですか？ 倒産、解雇などによる離職で
国保に加入した場合の負担軽減

妊娠を希望する人へ
風しん予防接種費用を助成します

国民健康保険への届け出について
《交通事故にあったとき》
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　若者の地元定着にむけて赤磐の魅力を発信する特設ホー
ムページ「おかえりあかいわ」をオープンしました。
　Ｕ・Ｉ・Ｊターンに役立つ情報のほか、住み続
けたい、住んでみたい、訪れてみたい本市
の魅力を発信していきます。
　また、写真投稿ページなどの市民
の皆さんも参加できるコンテンツを
作成しています。ぜひ、アクセスして、
情報発信にご協力ください。

■問い合わせ先
　・本庁まち・ひと・しごと創生課　☎955-1220

　市では、厳しさを増す財政状況に的確に対応していくため、
行財政改革の一環として、広報あかいわの裏表紙と市公式
ホームページのトップページに掲載する広告を募集します。
　詳しくは、取扱業者に直接お問い合わせください。
■広告取扱業者
　・株式会社エコー企画　☎086-232-9191
■問い合わせ先
　・本庁秘書企画課　☎955-4770

市長とまちづくりについて語り合う
「市長対話室」への申し込みをお待ちしています

あかいわに戻ろうプロジェクト
特設ホームページ

　平成２５年度から開催している市民後見人養成講座で
すが、本年度の講座も無事修了し、３月３日、修了証の交付
式が行われました。
　市民後見人とは、認知症や知的障害などで判断能力が
不十分な人の財産管理や福祉サービス契約などを行う社
会貢献活動で、受講者は計８日間の講座を通して必要な法
律や制度、心構えなどを学びました。
　現在、市内では研修を修了した５人が市民後見人候補
者として登録しており、内３人が実際に受任して活動を行っ
ています。
　高齢者の増加に伴い成年後見制度の必要性は一層高
まってきています。今後は、家庭裁判所からの選任を受けた
際には、後見人として弁護士などの専門職と一緒に活動し、
市民が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、必要なサ
ポートを行っていきます。
■問い合わせ先
　・本庁介護保険課地域包括支援センター　☎955-1470

　市は、まちづくりに市民の皆さんの意見を幅広く反映させ
るための広聴事業として「市長対話室」を実施しています。
申込方法など、詳しくはお気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ先
　・本庁秘書企画課　☎955-4770

市民後見人を養成

広報あかいわと市ホームページに
掲載する広告を募集します
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　平成28年４月診療分から、高校生等にかかる医療費の助成が始まります。
　保険診療による医療費の自己負担が、３割から１割に軽減され、保護者からの申請により２割を助成しますの
で、高校生等が病院などで受診した場合は、「子ども医療費給付申請書」により申請してください。
　申請のための手続きは、下記をご参照ください。

■子ども医療費給付制度とは
　子育てにかかる経済的負担の軽減と子どもの健康保持と増進のため、高校生等までの子どもを対象に、保険
診療による医療費を助成します。

■制度拡大の内容（平成28年４月１日診療分より実施）
・�新たに対象となる子ども（高校生等）…赤磐市に住所があり、健康保険に加入している高校生等で、婚姻し
ている人を除く（満18歳に達した日以後の最初の３月31日までの間にある人）

・�助成される医療費…保険診療による医療費の自己負担が、３割から１割に軽減され、保護者からの申請によ
り２割を助成する（文書料や予防接種などの保険診療外の費用と食事療養費は対象外）

■申請方法
　高校生等が病院などで受診した場合は、償還給付により助成しますので、保護者は、申請のための手続きをお
願いします（医療費受給資格者証は交付しません）。

①�医療機関等の窓口で、いったん、自己負担分全額を支払ってください。
②�「子ども医療費給付申請書」に記入、押印して、申請窓口に提出してください。
　※申請書は、診療年月ごと、医療機関等ごとに必要です。
　※申請書は、申請窓口にあります。
③「子ども医療費給付申請書」には、医療機関等が発行した領収書を添付してください。
　※患者氏名、医療機関名と所在地、診療（調剤）日、保険点数が記載された領収書を添付してください。
　※�健康保険から高額療養費や附加給付金が支給される場合は、保険者が発行した支給決定通知書を添

付してください。
④「子ども医療費給付申請書」を提出する際には、子どもの健康保険証を提示してください。
　※子どもの受給資格を確認します。
⑤後日、市から、助成される金額を指定口座に振り込みます。

◎申請は、「診療月の翌月の１日から５年」可能ですが、早めの手続きをお願いします。
※�中学３年生までの子どもの助成内容は変更ありませんので、従来どおり、医療機関等の窓口に健康保険証と乳
幼児等医療費受給資格者証を提示することで、原則、医療費の自己負担は無料です（現物給付）。

■他制度の優先
・�「心身障害者医療費受給資格証」または「ひとり親家庭
等医療費受給資格証」を持っている高校生等は、該当の
受給資格証を使ってください。

・�生活保護受給世帯の子どもは対象外です。

■問い合わせ・申請先
・�本 庁 健 康 増 進 課　☎955-1117
・�赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
・�熊山支所健康福祉課　☎995-1293
・�吉井支所健康福祉課　☎954-1374

赤磐市子ども医療費給付制度拡大
〜平成28年度より高校生等も助成の対象になります〜

対象者 自己負担

中学３年生まで
（乳幼児等）

満15歳に達した
日以後の最初の3
月31日までの間
にある人

なし
（無料）

高校生等

満15歳に達した
日以後の最初の4
月1日から満18歳
に達した日以後
の最初の3月31日
までの間にある人
（婚姻している人
を除く）

1割
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■
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票

が
赤
磐
市
に
あ
る
人
で
、
平
成
28
年
度

中
に
65
歳
以
上
と
な
る
人
（
昭
和
27
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
お
よ

び
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税（
市
民
税
、

県
民
税
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

・�

課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
生
活
の
面
倒

を
み
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合
（
住
民

税
に
お
い
て
、
ど
な
た
か
の
扶
養
と

な
っ
て
い
る
場
合
）

・�

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ

て
い
る
場
合
な
ど

■
支
給
額
／
１
人
に
つ
き
３
万
円
（
支

給
開
始
時
期
は
５
月
下
旬
）

■
申
請
方
法

　

支
給
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
申
請

書
類
を
郵
送
し
ま
す
（
申
請
書
が
届

い
た
人
が
必
ず
し
も
給
付
対
象
と
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
書
類

の
内
容
を
確
認
し
、
支
給
要
件
を
満

た
す
人
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
た
上
で
、
必
要
書
類
と
一
緒

に
返
送
ま
た
は
受
付
窓
口
へ
提
出
し

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
窓
口
／
本
庁
１
階 

第
２
会
議

室
「
給
付
金
窓
口
」、
各
支
所
健
康

福
祉
課

■
申
請
期
間
／
５
月
９
日
㈪
～
８
月
９

日
㈫

■
提
出
書
類

①
申
請
書

②
本
人
確
認
書
類
…
運
転
免
許
証
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、
障
害
者

手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
な
ど

の
写
し
（
た
だ
し
、
平
成
27
年
度
臨

時
福
祉
給
付
金
の
受
給
者
は
省
略

可
）

③
受
け
取
り
に
指
定
す
る
口
座
が
確
認

で
き
る
書
類
…
金
融
機
関
名
、
口
座

番
号
、
口
座
名
義
人
（
カ
ナ
）
が
わ

か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

写
し
（
た
だ
し
、
平
成
27
年
度
臨
時

福
祉
給
付
金
の
受
給
者
で
、
同
じ
口

座
を
希
望
す
る
場
合
は
提
出
不
要
）

Ｑ．�住民税（市民税・県民税）が課税されてい
るかどうか、どうすれば分かりますか？

Ａ．�例えば、6月に税務課から納税通知書が
送付されている場合、給与から天引きさ
れている場合、ご自身の給与や年金の収
入が非課税限度額以上の場合には、基本
的に住民税が課税されています。

Ｑ．�「平成29年3月31日までに65歳以上にな
る人」は、いつまでに生まれた人ですか？
Ａ．�昭和27年4月1日以前に生まれた人です
（昭和27年4月1日に生まれた人も含み
ます）。

Ｑ．�平成27年1月2日以降に引っ越した場合
の給付金の申請先はどこですか？

Ａ．�平成27年1月1日時点で住民票がある市
町村になります。給付金は申請先の市町
村から支給されます。

※�平成27年1月2日以降に市町村の区域を越えて
引っ越した場合は、申請先が現在お住まいの市
町村と異なりますので、ご注意ください。

Ｑ&Aコーナー
振り込め詐欺にご注意ください!!
　市などが臨時福祉給付金の手続きに
関する手数料の支払いや振込を求めたり、
ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作を

お願いしたりすることは絶対にありません。
　不審な電話などがあった場合は、
すぐに市の窓口または警察署に

連絡してください。
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
対
象

者
の
う
ち
、
左
記
の
①
の
人
に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
、
表
２
の
よ
う
に
対
象
年

齢
が
限
定
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
の
対
象

者
が
接
種
で
き
る
期
間
は
、
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

に
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
早
め
に
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
市
内
の
医
療
機
関

は
、
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
岡
山
県
内
相
互
乗
り
入
れ
予

防
接
種
協
力
医
療
機
関
で
も
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
担
当
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
対
象
者

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
の
う
ち
、

下
記
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
。

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
28
年
度

に
表
２
の
年
齢
に
な
る
人

②
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し

く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
害
が
あ
る
人
（
該
当
の
障

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
に
つ
い
て

害
が
、
単
独
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
相
当
の
人
）

■
接
種
回
数
／
１
回

■
接
種
期
間
／
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

■�

自
己
負
担
額
／
３
２
０
０
円
（
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
接
種
で
き

ま
す
が
、事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
）

■
持
参
品

・
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
の
住
所
と
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
を
医
療
機
関
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

・
対
象
者
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
接

種
の
際
に
対
象
障
害
１
級
の
身
体
障

害
者
手
帳
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
同
等
と

認
め
る
診
断
書
を
医
療
機
関
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

・
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

・
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

表1 : 高齢者肺炎球菌予防接種協力医療機関一覧
 　　　（予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関にお尋ねください）

医療機関名 所在地 電話番号
赤磐医師会病院 下市187-1 955-6688

あかいわファミリークリニック 河本1143 955-9251

うえの内科小児科医院 桜が丘西4-1-11 956-0505

おおくま皮ふ科医院 岩田3-1 955-8812

梶原内科医院 桜が丘西7-15-31 955-3750

小坂内科医院 山陽4-13-3 955-3344

桜が丘クリニック 桜が丘西6-3-13 955-8025

山陽クリニック 上市141-1 955-7111

戸田小児科医院 山陽7-4-2 955-3121

ふよう内科クリニック 西中1188-1 955-7110

マスカット整形外科医院 穂崎851-1 086-229-2611

山本クリニック 五日市245-4 955-8868

吉井医院 山陽1-4-6 955-5515

越宗医院 西窪田523-1 957-3035

桜井内科 山口160-3 957-3012

戸川クリニック 西軽部211-1 957-3057

道満医院 町苅田920 957-2111

森医院 惣分28 957-2400

熊山診療所 松木621-4 995-1251

景山医院 河田原1-4 995-2299

さくら整形クリニック 桜が丘東4-4-471 995-9720

是里診療所 是里3121 954-0183

佐伯北診療所 塩木14 954-2032

森医院仁美診療所 仁掘中1684-1 958-2011

森クリニック 周匝728-1 954-4747

表2 : 平成28年度高齢者肺炎球菌予防接種対象者
　　　（平成28年度に下記の年齢になる人）

年齢 生年月日

65歳 昭和26年4月2日～昭和27年4月1日

70歳 昭和21年4月2日～昭和22年4月1日

75歳 昭和16年4月2日～昭和17年4月1日

80歳 昭和11年4月2日～昭和12年4月1日

85歳 昭和 6年4月2日～昭和 7年4月1日

90歳 大正15年4月2日～昭和 2年4月1日

95歳 大正10年4月2日～大正11年4月1日

100歳 大正 5年4月2日～大正 6年4月1日
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　２月１３日、赤磐市穂
崎にある史跡両

りょうぐうざん

宮山古
墳の第６次発掘調査現
地説明会を開催しまし
た。雨天にもかかわら
ず、地元の人たちや歴
史ファンなど６０人が参加し、担当者の説明を聞きな
がら調査状況を見学しました。
　両宮山古墳は二重の濠

ほ り

をもつ備前地域最大の前方
後円墳で、これだけの規模をもちながら、埴輪や葺

ふ き い し

石
が見つかっていません。水濠の波によって墳丘が削ら
れ崩落が進行していることから、その保護対策を検討
するため１２月から２月まで発掘調査を行いました。
　今回は、前方部の側面や方形台状の祭

さ い し ば

祀場と考え
られる造り出しの調査を実施しましたが、現状で高く
２段に見える造り出しは本来１段の形状であったと考
えられ、出土品は見つかりませんでした。また、前方
部では土の盛り方がわかりました。両宮山古墳のよう
に巨大な前方後円墳の調査事例は全国的にも少な
く、古墳のつくり方を考える上で貴重な成果となりま
した。
　古墳時代の人々が土を掘り、運び、古墳に盛ってい
る様子が今にも目に浮かぶようです。

備前地域最大の前方後円墳を発掘
両宮山古墳発掘調査現地説明会

タウン・トピックス

2016.2 ▶ 2016.3

　２月２９日に１００歳を迎えられる片山靖子さんのお祝
いに、市長や市職員が２８日にご自宅を訪問しました。
　市長からお慶び状やお祝いの花束が贈られると、
「ありがとうございます」と笑顔で受け取られました。
靖子さんは孫夫婦とひ孫２人と暮らしており、一緒に買
い物に出かけることもあるそうです。規則正しい生活
をし、好き嫌いなく３食きちんと食べることが長寿の秘
訣だそうです。

１００歳おめでとうございます
片山靖子さん（稗田）

　２月２９日、山陽北小学校体育館で、あいさつ運動で
使用する新しいのぼり旗とタスキのお披露目会が開
かれました。のぼり旗には「かがやけ☆北小 笑顔で 
あいさつ 日本一」と書かれており、あかいわモモちゃ
んもデザインされています。
　この日は、全校児童が集まる中、あかいわモモちゃ
んが登場し、あいさつ運動を頑張る児童たちを激励し
ました。代表児童が、「これまで以上に元気にあいさ
つをしよう」と呼びかけました。市内各学校では、積
極的にあいさつ運動に取り組んでいます。

あかいわモモちゃんがあいさつ運動奨励
山陽北小学校
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　駅はさまざまな
ドラマが生まれる
場所です。今作で
は、主演の高梨臨
さん演じる彩音が
女優になる夢を胸
に東京へ向かうシーン、斎藤工さん演じる農林
水産省職員の修が、桃の栽培についてのレポー
トを書くため東京から赤磐へやってくるシーン
などがＪＲ熊山駅で撮影されました。また、旧市

民病院の病室では
病に倒れた彩音の
兄が入院している
シーンが撮影され
ています。

映画「種まく旅人～夢のつぎ木～」
ロケ地紹介 ： ＪＲ熊山駅、旧市民病院

　３月２７日、赤坂ファミリー公園で第１１回赤磐市消
防操法訓練大会が行われました。ポンプ車の部４チ
ーム、小型動力ポンプの部１６チームが出場し、日ご
ろの訓練の成果を発揮しました。小型動力ポンプの
部では、昨年惜しくも入賞を逃した吉井方面隊第１分

団第３部（福田）が優勝
し、５月２９日㈰に岡山県
消防学校で開催される、
第６３回岡山県消防操法
訓練大会への出場が決
定しました。

■大会結果
【自動車ポンプの部】
　◦優　勝…………機動部Ａチーム
　◦準優勝…………機動部Ｂチーム
　◦３　 位…………赤坂方面隊第１分団
　＜最優秀番員＞
　　◦指揮者…小坂　直也（機動部Ａチーム）
　　◦１番 員…塩見　宗美（赤坂方面隊第１分団）
　　◦２番 員…大野　隆幸（熊山方面隊第３分団）
　　◦３番 員…苅田　雅弘（機動部Ｂチーム）
　　◦４番 員…井本　達也（機動部Ａチーム）
【小型動力ポンプの部】
　◦優　勝…………吉井方面隊第１分団第３部
　◦準優勝…………吉井方面隊第３分団
　◦３　 位…………赤坂方面隊第３分団
　＜最優秀番員＞
　　◦指揮者…火野口賢吾（吉井方面隊第３分団）
　　◦１番 員…青山　　修（吉井方面隊第３分団）
　　◦２番 員…中原　悟史（吉井方面隊第１分団第３部）
　　◦３番 員…奥田　典雄（吉井方面隊第３分団）

操作はじめ！！
第11回赤磐市消防操法訓練大会

　４月１０日、吉井城山公園で第２９回城山公園まつり
が開催されました。市内外からおよそ2,500人が訪れ、
会場内は賑わいを見せていました。
　ステージでは、市民らによるコーラスやミニライブ、
傘踊りなどの伝統芸能のほか、毎年恒例となっている
備州岡山城鉄砲隊による演武も行われ、観客からは驚
きの声が上がったり、大きな拍手がおくられていまし
た。また、地元の皆さんが作るたい焼きやおでん、焼
き鳥、ゲームなどの屋台も並び、子どもからお年寄りま
で楽しんでいました。

花びらの舞う中で…
第２９回城山公園まつり

▶今月の表紙は、３月２７日に行われた第１１回赤磐市
消防操法訓練大会小型動力ポンプの部で、みごと優勝
に輝いた吉井方面隊第１分団第３部。いざというとき
に備えて行っている訓練。その成果が十分に発揮され
たことと思います。（荒井）

今月の表紙・編集者のつぶやき
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読
者
の

広
場
　

㉄秘書企画課 ☎955-4770

　

し
の
笛
は
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、日
本
各
地
の
民
俗

芸
能
や
民
謡
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。懐
か
し
く
響
く
竹
の
音
色
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

初
心
者
コ
ー
ス
終
了

後
は
、講
師
に
同
行
し
て
、演
奏
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
が
で
き
ま
す
。

◆�

日
時
／
第
１・
第
３
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
ほ
か

◆
講
師
／
山
元
義
久
さ
ん

◆�

対
象
／
市
内
在
住
、在
学
、在
勤
者

◆�

定
員
／
10
人
程
度

し
の
笛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
初
心
者
コ
ー
ス
）６
月
開
講・全
20
回

催し

◆�

受
講
料
／
無
料（
楽
器
代
実
費
２
千

円
程
度
）

◆�

申
込
期
限
／
５
月
20
日
㈮

◆�

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

・
社
会
福
祉
協
議
会

　

あ
か
い
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
６
）５
７
７
７

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
７月号は５月１９日㈭が
記事の締め切りです。

　

体
を
和
ら
げ
、呼
吸
を
整
え
る
こ
と

で
、「
心
身
の
健
康
」を
得
ま
せ
ん
か
。疲

れ
や
コ
リ
の
解
消
、血
液
の
流
れ
や
代
謝
、

免
疫
力
の
向
上
、自
律
神
経
の
正
常
化
な

ど
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
希
望
な
ど
、お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆�

日
時
／
第
１
～
第
４
金
曜
日

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

健
康
ヨ
ー
ガ
す
み
れ 

会
員
募
集

募集

◆�

場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き

交
流
セ
ン
タ
ー 

和
室

◆
講
師
／
原
田
一
代

◆
会
費
／
月
２
５
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
山
下 

☎（
９
５
５
）１
８
８
１

　

私
た
ち
、山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス
の

仲
間
に
な
っ
て
、一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
？

　

女
声
合
唱
組
曲
か
ら
朝
ド
ラ
の

曲
、唱
歌
や
ポ
ッ
プ
ス
、そ
し
て
懐
か

し
い
昭
和
の
曲
な
ど
、和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
楽
し
く
歌
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、練
習
の
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆�

日
時
／
毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◆
場
所
／
高
月
公
民
館

◆
会
費
／
月
３
千
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
幡
山 
☎（
９
５
５
）１
０
０
７

山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス

会
員
募
集

募集

タ
ッ
プ
・コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー
～
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ・シ
ョ
ー
タ
イ
ム
！

　

芸
人
、タ
ッ
プ
ダ

ン
サ
ー
、ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
俳
優
、ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
で
構
成
さ

れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｔ

Ａ
Ｐ 

Ｄ
Ｏ
！
」。今

回
は
５
人
で
の
公

演
で
す
。

　

前
回（
平
成
21
年
）、大
好
評
だ
っ
た

「
Ｔ
Ａ
Ｐ 

Ｄ
Ｏ
！
」
。タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
は

も
ち
ろ
ん
、ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
パ
ン
ト
マ

子
ど
も
の
た
め
の
舞
台
鑑
賞
会 

「
Ｔ
Ａ
Ｐ 

Ｄ
Ｏ
！
」公
演

催し

イ
ム
、チ
ア
、パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、リ

ズ
ム
と
音
楽
と
笑
い
の
ひ
と
と
き
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
！

◆�

日
時
／
５
月
15
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
10
分

　
（
開
場
…
午
後
１
時
40
分
）

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

◆�

参
加
費
／
前
売
り
２
千
円
（
当
日

２
５
０
０
円
）※
３
歳
以
下
無
料

◆
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

・
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
６
）３
７
０
０

広報あかいわ（平成28年5月号）34



Reader'sSquare
読者の広場

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、3歳までのお子さん（6月・7月生まれ）
の写真をお待ちしています。掲載を希望する人は①写真（返却はありま
せん） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥電話番号 ⑦
FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコメント（30字
程度） を添えてください。7月号の締め切りは5月19日㈭までです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課
 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！
あかいわ

森
も り う ち

内 陽
ひ ま り

愛 ちゃん
（福田）

平成27年4月14日生まれ

ニコニコ笑顔で
明るく元気にあったかい
心の子になってね♡

お母さんの
君恵さんから

田
た な か

中 花
か ほ

歩 ちゃん
（桜が丘西6）

平成25年5月21日生まれ

お姉ちゃんが
大好きな花歩ちゃん。
優しく笑顔の素敵な
子になってね♡

お母さんの
明実さんから

田
た な か

中 理
り こ

子 ちゃん
（東窪田）

平成27年4月6日生まれ

田
た な か

中 蒼
そ う し ろ う

志朗 くん
（東窪田）

平成25年4月1日生まれ

1歳のお誕生日
おめでとう☆

お父さんの
康次朗さんから

3歳のお誕生日
おめでとう☆

お父さんの
康次朗さんから

日

脚

伸

ぶ

下

流

に

京

橋

さ

く

ら

橋

節

分

や

豆

ま

き

を

し

て

福

を

待

つ

春

場

所

へ

琴

将

綱

に

自

然

体

枝

折

戸

を

押

せ

ば

香

り

て

梅

白

し

抽

出

し

に

ね

む

る

尺

ざ

し

針

供

養

洋

服

に

似

合

う

襟

巻

や

っ

と

買

ひ

こ
の
今
を
大
事
に
せ
ん
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

雛

ず

し

に

錦

糸

卵

と

鳴

門

巻

聞

き

返

へ

す

こ

と

の

多

き

や

鳥

曇

凍

雲

や

巻

き

戻

し

た

き

人

の

あ

り

老
い
の

身

の
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
冬

の

朝

冴

返

る

巻

尾

気

に

な

る

ミ

ス

テ

リ

ー

渦

巻

の

茶

菓

子

は

春

の

水

の

色

他

人

事

の

や

う

に

齢

と

り

恵

方

巻

心

浮

く

題

材

無

き

や

春

近

し

畑

の

桶

風

の

か

た

ち

に

氷

り

け

り

白
梅
句
会

投稿

大
倉 

 

祥
男

青
井 

 

寿
子

今
川 

千
代
子

江
見 

 

小
花

大
平 

千
都
子

岡
村 

 

隆
子

香
山 

 

芙
蓉

小
林 

 

美
鈴

杉
谷 

 

典
子

髙
本 

 

徳
子

椿

晃

中
尾 

か
す
み

能
勢 

美
意
子

林

 
 

佳
子

森
 

 

順
子

吉
岡 

文
子

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
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ー
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編

集
・

発
行

／
赤

磐
市

役
所

・
秘

書
企

画
課

お
笑
い
赤
坂
亭

定
例
寄
席

「
お
笑
い
赤
坂
亭
」
が
完
成
し
、
喜
助
師
匠
が
、
赤
磐

市
（
惣
分
）
に
移
住
し
20
年
。
毎
月
第
４
土
曜
日
開
催

の
定
例
寄
席
は
、
通
算
２
４
０
回
に
な
り
ま
す
。

　

20
年
の
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
５
月
定
例

寄
席
は
、
雷
門
一
門
お
よ
び
上
方
よ
り
多
数
の
咄は

な
し
か家
を

招
き
、
時
間
を
延
長
し
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

20
周
年
記
念

雷
門  
喜
助

桂   

団
朝

雷
門  

助
六

桂  

三
金

桂  

三
ノ
助 

❖ 

日　
時 

／ 

５
月
28
日
土

午
後
２
時
～
４
時
30
分

　
　
　
　

 　

 

（
開
場
…
午
後
１
時
30
分
）

❖ 

場　
所 

／ 

赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

  　

 

多
目
的
ホ
ー
ル

❖ 

入
場
料 

／ 

大
人 

５
０
０
円

　
　
　
　

  　

 

小
学
生
以
下 

２
５
０
円

　
　
　

    　

 

（
当
日
の
み
）

− 出　 演 −

雷 門 　 喜 助
雷 門 　 助 六
桂 　 　 団 朝
桂 　 　 三 金
桂 　 三 ノ 助
津 山 マジック

●問い合わせ先／赤坂支所産業建設課 ☎957-4824
広

報
あ

か
い

わ
 No.134  平

成
2
8年

5月
号
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